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第１ 基本的な考え方 

１ 計画の基本事項 

（１）計画の背景 

 

 

 

 

 

・増加傾向にあった我が国の人口は、平成

20年をピークとして減少に転じており、

今後は長期的に人口減少が続くと想定され

ています。 

・本市では、平成 18年度に本市のまちづく

りの最上位計画である「越前市総合計画」

を定め、「自立と協働」を基本理念に「元

気な自立都市 越前」を将来像として掲げ、

市民と行政が相互の信頼関係のもとにそれ

ぞれの特性を尊重し、適切に役割分担をし

ながら新たな時代に対応したまちづくりを

進め、越前市の魅力を総合的に高めていく

ことを打ち出しています。 

・一方、本市においても財政状況は厳しい状

況にあり、今後の財政見通しでは、財源が

ますます減少していくことが予測されてい

ます。 

・平成 30年には２巡目となる福井国体が開

催され、本市はフェンシング、軟式野球、

ソフトテニス、ソフトボールの競技会場地

となることが内定しており、それぞれの競

技会場として運営にふさわしい施設を整え

る必要があります。 

・「越前市スポーツ施設再配置計画」は、長

期的な人口減少など地域社会の動向を見据

えつつ、スポーツ施設の今後のあり方を整

理し、スポーツ施設の配置の最適化を図る

ことにより効率的で効果的な運営・維持管

理を実現するための計画です。

（２）計画の対象 

 

・本計画の対象は、越前市が旧武生市及び旧

今立町から引き継いだスポーツ施設と新た

に整備した計31施設を対象とします。 

（３）計画の位置づけ 

 

・本計画は、本市における今後のスポーツ施

設の再配置と整備の指針となるものであり、

市スポーツ推進プランの定めた基本的な方

針を受け、極力、機能を維持しながら施設

の最適配置を進めます。 

・ 本計画は、本市の最上位計画である「越

前市総合計画【改訂版】（Ｈ23.9）」、「越

前市《新》行財政構造改革プログラム

（Ｈ23.3）」、を上位計画とする計画です。 

 

 

 

●人口減少・少子高齢社会の到来 

●平成１７年１０月 武生市、今立町の合併 

●依然として続く厳しい地方財政状況 

●平成３０年「福井しあわせ元気国体」開催 

（越前市が会場地となる競技：フェンシング、軟式野球、ソフトテニス、ソフトボール） 

●市内３１スポーツ施設 

●スポーツ施設の再配置と整備の指針 
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（４）計画の目標期間 

 

 

 

 

・本計画の目標期間は、平成 26年度から平

成35年度までの10年間とします。 

・前期５年間（平成26年度から平成30年度

まで）については、「実施計画」と位置づ

け、重点的・優先的に福井国体開催施設等

の整備を進めます。 

・後期５年間（平成31年度から平成35年度

まで）については、現時点では「基本計

画」と位置づけ、前期５年間において総合

的な評価や関係団体との合意形成を進め、

国体開催後を目途に「基本計画」から「実

施計画」に見直し、整備を実施します。 

●１０年間：平成２６年度から平成３５年度まで 

●本計画期間全体の中で、既存施設の持続的有効活用を基本とした、効率的で効果的な

スポーツ施設サービス提供に向けた整備を実施する 

●前期５年間は実施計画を定め、後期５年間は基本計画を定める 
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２ 課題の整理 

・これからのまちづくりは、安全・安心、環

境への配慮、持続可能性がより一層求めら

れることとなります。 

・スポーツ施設の整備、運営においても、利

用者の安全確保や災害時の避難・救護の拠

点機能、省エネルギー等の環境への負荷削

減、複合化・集約化などの再配置による持

続可能性を高めることが必須事項となって

います。ここでは、スポーツ施設が直面す

る現状と課題、及び対応の方向性を整理し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ施設が直面する課題 

（１）利用者数及び年齢構成の変化 

（２）財政の見通し 

（３）施設の高経年化による維持更新費用の増大 

（４）施設の機能的水準の向上と併せた再配置（課題のまとめ） 
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（１）利用者数及び年齢構成の変化 

 

・越前市の人口は、平成 17年（2005年）を

境に減少期に突入しており、今後は長期的

に人口減少傾向が続くことが確実視されて

います。 

・図１-１に示すとおり、越前市の平成47年

（2035年）の人口は、平成 22年（2010

年）よりも約 11,474人（13％）少ない

74,140人と予測されます。 

・人口が減少するだけでなく、少子高齢化の

進展も進みます。平成 47年（2035年）の

15歳未満の人口は、平成22年（2010年）

の 68％となる一方、65歳以上の高齢者は

119％になると予測されます。 

 

・以上のように、人口の減少と少子高齢社会

の一層の進展が見込まれることから、スポ

ーツ施設の利用者数及び年齢構成もおのず

と変化し、その対応が求められることとな

ります。また、より少ない人口で施設の運

営、維持更新に必要な費用を負担しなけれ

ばなりません。 

 

⇒このため、利用者の需要の変容に柔軟に

対応することができるように、現にある

スポーツ施設の統廃合などを進めながら、

機能、量の最適化を進める必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「越前市まちづくり懇話会最終報告書 平成 26 年２月」 

現  状 課  題 

方 向 性 

図１-１ 越前市の将来人口及び年齢構成の見通し 
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率、男女別年齢別準移動率、子ども女性比、0～4歳性比の各数値は、国立社会保障・人口問題研究所

が2008年に公表している数値を用いている。 
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（２）財政の見通し 

 

・図１-２に示すように、「越前市行財政構造

改革プログラムⅢ（Ｈ26.４）」による中期

財政見通しでは、平成 27年度以降、歳入

歳出の差引は赤字となり、財政調整基金の

取り崩しによって収支均衡を図らなければ

ならないことが予測されています。 

・これは、高齢化の進行に伴う扶助費等の増

加、小中学校などの耐震化をはじめ、本庁

舎の建設及び今立総合支所の改築、北陸新

幹線「南越駅」（仮称）周辺整備などのプ

ロジェクトによる影響額等を反映させてい

ることによります。

 

・今後は、より一層厳しくなることが予測さ

れる財政状況に併せた効率的な行財政運営

や行政サービスの選択と集中が求められま

す。 

 

⇒このため、スポーツ施設においても今

後は、より一層の計画的な更新に努め

る必要があります。 
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歳出が歳入を上回り、財政収支（歳入－歳出）はマイナス 

資料：「越前市行財政構造改革プログラムⅢ（Ｈ26.4）」 

課  題 現  状 

方 向 性 

図１-２ 越前市の財政収支の見通し 
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（３）施設の高経年化による維持更新費用の増大 

①公共公益施設（建築物） 

 

・図１-３のとおり、越前市全体で見るとス

ポーツ施設以外にも学校や市営住宅など

様々な施設を保有しており、これらの施

設の多くが、今後、建替えなどの更新時

期を迎えることとなります。 

・  

・人口が減少し財政状況が厳しくなる中、優

先度を検討しながら、これらの施設の維持

更新を計画的・効率的に進めなければ、一

時に更新時期が集中し、財政的な硬直化を

招くこととなります。 

 

⇒このため、スポーツ施設についても計

画的な更新や再配置などの工夫により、

維持更新費用などを削減する必要があ

ります。 
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図１-３ 越前市における建築年別用途別公共公益施設の延床面積 （1949 年以降） 

これまでに建設した公共

公益施設は、今後、順

次、更新時期が来ます。 

施設を多く建設した時期

があり、更新の時期が重

なるため、計画的に施設

の更新、再配置を進める

必要があります。 

出典：「越前市まちづくり懇話会中間報告書 平成 25 年７月」（一部加工） 
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②インフラ施設 

 

・図１-４から図１-６までに示すとおり、市

は、市民生活や企業活動を支える重要な施

設として市道や橋梁などのインフラの整備

や管理を行っており、これらの施設の数は

着実に増えてきています。今後、これらの

施設の維持更新費用の増加が予測されます。 

 

・公共公益施設（建築物）と同様に、これら

の施設の維持更新を効率的に進めなければ、

財政的硬直化を招くか、市民生活の安全が

脅かされることとなります。 

 

⇒これら生活を支える基盤施設の維持更

新費用を確保する上でもスポーツ施設

を含む全ての施設の維持更新を効率的

に進める必要があります。 
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平成 21 年 

747ｋｍ 50 年間で 399 倍 

図１-６ 市管理水道管延長の推移 （1961 年以降） 

出典：いずれも「越前市まちづくり懇話会中間報告書 平成 25 年７月」（一部加工） 
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図１-４ 市内道路延長の推移 （1973 年以降） 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

19
49

19
51

19
53

19
55

19
57

19
59

19
61

19
63

19
65

19
67

19
69

19
71

19
73

19
75

19
77

19
79

19
81

19
83

19
85

19
87

19
89

19
91

19
93

19
95

19
97

19
99

20
01

20
03

20
05

20
07

20
09

20
11

 (m) 
平成 21 年 
2,537.6ｍ 62 年間で 14.9 倍 

図１-５ 市管理橋梁（橋長 15ｍ以上）延長の推移 （1949 年以降） 
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（４）施設の機能的水準の向上と併せた再配置（課題のまとめ） 

 

 

・本市が所有するスポーツ施設には、老朽化

が進んでいたり、バリアフリーへの対応が

不十分であったり、利用が少なかったりす

るなど、課題のある施設が見られます。 

・また、今後の利用ニーズには、量・質とも

に変化が予測され、それらの変化への対応

も求められます。 

・一方で、より一層の厳しい財政運営が予測

される中、多くの市有施設やインフラの維

持更新を進めていかなければならず、スポ

ーツ施設においても、維持更新費用を削減

しなければなりません。 

⇒このため、施設の統合化や機能の複合化な

どの再配置を進め、あわせて、日頃から施

設の不具合を記録、早期に発見、把握し施

設を適切に維持保全していく「計画保全」

を実施することにより、スポーツ施設の維

持更新費用を削減につなげ、利用者状況に

対応した施設水準及び機能の確保の両立を

図らなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の機能的水準の向上と併せた再配置 
・計画的な施設の更新や改修などライフサイクルコストの削減・平

準化や統廃合・機能の複合化などによる施設の最適配置が必要 

 

課題のまとめ 

スポーツ施設が抱える課題 
・高経年化、更新時期の到来 

・安全性の低下 
etc 

方 向 性 

 
 

財政上の 

制約 

 
 

市有施設の 

維持更新費用 

の増大 
・学校等建築物 

・市道等インフラ 
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第２ 現状と評価 

１ 施設概要 

①施設一覧 

・本市スポーツ課が所管するスポーツ施設は

31施設です。 

・平成 25年４月１日をもって廃止した今立

中央公園水泳場を除く 30施設の競技場面

積の合計は132,961㎡です。 

・主な機能別に見ると体育館９施設（競技場

面積 6,882㎡）、屋内競技場１施設（競技

場面積 352㎡）、武道場３施設（競技場面

積 1,872㎡）、庭球場７施設（競技場面積

23,756㎡）、グラウンド６施設（競技場面

積90,191㎡）、水泳場２施設（競技場面積

8,900㎡）、ゲートボール場２施設（競技

場面積1,008㎡）です。 

表２-１ 施設一覧 

No 施設名称 主な機能 
競技場 
面積 
（㎡） 

土地保有
の状況 

建設
年度 

構造 
指定 
管理者 
Ｈ23 

屋
内

 

屋
外

 

照
明

 

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

 

バ
ドミン

トン
 

バ
ス

ケ
ッ

ト
 

野
球

 

ソ
フ

トボ
ー

ル
 

テ
ニ

ス
 

ゲ
ー

トボ
ー

ル
 

1 武生中央公園体育館 体育館 1,693 市有地 1967 RC ● ● - - 3 10 2 - - - - 

2 武生中央公園野球場 グラウンド 16,882 一部借地 1965 - ● - ● ● - - - 1 - - - 

3 武生中央公園水泳場 水泳場 7,512 市有地 1965 - ● - ● - - - - - - - - 

4 武生中央公園庭球場 庭球場 7,020 市有地 1967 - ● - ● ● - - - - - 8 - 

5 武生中央公園弓道場 武道場 444 一部借地 1971 W ● ● - - - - - - - - - 

6 武生中央公園多目的グラウンド グラウンド 15,280 市有地 1954 - ● - ● ● - - - - - - - 

7 武生東運動公園ソフトボール場 グラウンド 23,000 一部借地 1977 - ● - ● ● - - - - 4 - - 

8 武生東運動公園庭球場 庭球場 4,000 市有地 1981 - ● - ● - - - - - - 6 - 

9 武生東運動公園陸上競技場 グラウンド 24,900 市有地 1982 RC ● - ● - - - - - - - - 

10 帆山公園庭球場 庭球場 1,600 借地 1976 - ● - ● - - - - - - 2 - 

11 帆山公園相撲場 武道場 100 借地 1975 - ● - ● - - - - - - - - 

12 家久スポーツ公園庭球場 庭球場 3,176 市有地 1984 - ● - ● - - - - - - 4 - 

13 家久スポーツ公園温水プール 水泳場 1,388 市有地 1984 RC ● ● - - - - - - - - - 

14 家久スポーツ公園ソフトボール場 グラウンド 4,974 市有地 1984 - ● - ● ● - - - - 1 - - 

15 今立中央公園多目的広場 グラウンド 5,155 一部借地 1976 -  - ● ● - - - 1 2 - - 

16 今立中央公園水泳場 水泳場  平成 25 年４月１日から廃止 

17 今立南部公園庭球場 庭球場 3,100 市有地 1985 - ● - ● ● - - - - - 4 - 

18 白崎公園屋内ゲートボール場 ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 600 市有地 1990 SC ● ● - ● - - - - - - 2 

19 瓜生水と緑公園体育館 体育館 480 市有地 2010 SRC ● ● - - - - - - - - - 

20 越前市高瀬トレーニングセンター 屋内競技場 352 借地 1977 SC ● ● - - - - - - - - - 

21 越前市武道館 武道場 1,328 市有地 1979 RC ● ● - - - - - - - - - 

22 越前市みどりと自然の村ゲートボール場 ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 408 市有地 1987 － ● - ● - - - - - - - 1 

23 越前市みどりと自然の村テニスコート 庭球場 3,025 市有地 1981 SC ● - ● ● - - - - - 4  

24 越前市北新庄体育館 体育館 497 借地 1981 SC  ● - - 1 3 1 - - - - 

25 越前市北日野体育館 体育館 607 一部借地 1983 SC  ● - - 1 4 1 - - - - 

26 越前市大虫体育館 体育館 607 市有地 1983 SC  ● - - 1 - 1 - - - - 

27 越前市武生体育センター 体育館 807 市有地 1977 SC  ● - - - 1 - - - - - 

28 越前市今立体育センター 体育館 913 市有地 1983 RC/SRC ● ● - - 1 6 1 - - - - 

29 越前市今立ふれあいプラザ 体育館 792 一部借地 1978 SC  ● - - - - - - - - - 

30 越前市粟田部体育館 体育館 486 市有地 1974 SC  ● - - 1 3 - - - - - 

31 越前市今立テニスコート 庭球場 1,835 市有地 2001 -  - ● - - - - - - 2 - 

合計  132,961    22 14 16 9 8 27 6 2 7 30 3 

 ※構造：Ｗ/木造、ＲＣ/鉄筋コンクリート造、ＳＲＣ/鉄骨鉄筋コンクリート造、ＳＣ/鉄骨造 
※今立ふれあいプラザの建設年度欄（1978年）は、旧今立町に移管・改修された年度 
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２ 施設の評価 

・各スポーツ施設の現状を分析するため、以

下の３つの側面から評価します。ここでの

分析結果を踏まえ基本方針に基づき総合的

な判断により、個々の施設について再配置

を計画します。 

表２-２ 《施設の評価の視点と評価項目》 

評価の視点 評価項目 

施設の構造 

利用者の安全性確保及び今後の維

持更新費用に大きな影響を及ぼす

施設の物理的状態を表す 

・構造安全性 

・老朽化状況 

・バリアフリー状況 

利用状況 
スポーツ施設としてのサービス水

準や利用ニーズの有無を表す 

・稼働率 

・稼働１日当たりの利用者数 

コスト状況 
施設の維持や施設での事業運営の

相対的な効率性を表す 
・利用者１人当たりのコスト 

※現在、廃止済の今立中央公園水泳場は、評価の対象から除きます。 

 

①施設の構造評価 

・各スポーツ施設について、以下の３つの指標で構造面を評価します。 

表２-３ 《各評価項目ごとの指標と評価類型の考え方》 

評価項目 Ａ：（３ポイント） Ｂ：（２ポイント） Ｃ：（１ポイント） 

施

設

の

構

造

評

価 

構
造
安
全
性 

＜建築物＞ 

既往の耐震診断結

果、建設時の耐震

基準(建築基準法)

によりＡ～Ｃの３

類型に分類 

耐震診断の結果、

耐震性が確保され

ている。又は、新

耐震基準により設

計されている 

耐震診断の結果、

ある程度の耐震性

を有している 

旧耐震基準により設

計されており、耐震

診断が未実施であ

る。又は、耐震診断

の結果Ｃランク以下 

＜グラウンド等＞ 
フェンス、照明の
支柱等の劣化状況
によりＡ～Ｃの３
類型に分類 

目視点検の結果、

構造物が健全な状

態と認められる 

目視点検の結果、

構造物の塗装の劣

化、剥離が認めら

れる 

目視点検の結果、コ

ンクリート内部に達

するひび割れや欠損

等が認められる 

老朽化状況 

建設後の経年数によりＡ

～Ｃの３類型に分類 

グラウンド、テニスコートなど屋

外施設は、スタンドやフェン

ス、ナイター照明の支柱等の

構造物の老朽化状況を評価 

現時点で耐用年数

を半分以上残して

いる 

ＲＣ（建設後 20 年未満） 

ＳＣ（建設後 15 年年未満） 

 

 

耐用年数の半分が

経過し、10年後に

は老朽化が進む 

ＲＣ（建設後 20 年～40 年） 

ＳＣ（建設後 15 年～30 年） 

 

 

耐用年数を過ぎてい

る。または、耐用年

数が近い施設 

ＲＣ（建設後 40 年以上が経過） 

ＳＣ（建設後 30 年以上が経過） 

 

 

バリアフリー状況 

段差への対応状況及び身

障者用トイレの整備状況

からＡ～Ｃの３類型に分

類 

対応済み 

○スロープ設置など段
差への対応 

○身障者用トイレ 

身障者用トイレは
あるが、スロープ

のない段差がある 

×段差への対応 
○身障者用トイレ 

身障者用トイレがな
い 

○段差への対応 
×身障者用トイレ 

  又は 
×段差への対応 
×身障者用トイレ 

（参考）財務省令「減価償却資産の耐用年数」による耐用年数は、

木造24年、鉄骨造38年、鉄筋コンクリート造50年 



- 11 - 

 

・各スポーツ施設の構造評価の結果は表２-

４のとおりです。構造安全性及び老朽化状

況の両面で評価が低い施設については、利

用者の安全性を確保するために、抜本的な

対策が必要となります。 

表２-４ 《施設の構造評価結果表》 

No 施設名称 主な機能 

施設の構造評価 

構造 

安全性 

老朽化 

状況 

バリアフリー 

状況 

1 武生中央公園体育館 体育館 A C A 

2 武生中央公園野球場 グラウンド C C C 

3 武生中央公園水泳場 水泳場 A C C 

4 武生中央公園庭球場 庭球場 C C C 

5 武生中央公園弓道場 武道場 C C C 

6 武生中央公園多目的グラウンド グラウンド A C C 

7 武生東運動公園ソフトボール場 グラウンド A B C 

8 武生東運動公園庭球場 庭球場 B B C 

9 武生東運動公園陸上競技場 グラウンド A B C 

10 帆山公園庭球場 庭球場 B B C 

11 帆山公園相撲場 武道場 A B C 

12 家久スポーツ公園庭球場 庭球場 A B A 

13 家久スポーツ公園温水プール 水泳場 A B A 

14 家久スポーツ公園ソフトボール場 グラウンド A B B 

15 今立中央公園多目的広場 グラウンド C C C 

16 今立中央公園水泳場 水泳場    

17 今立南部公園庭球場 庭球場 C B C 

18 白崎公園屋内ゲートボール場 ゲートボール場 A B A 

19 瓜生水と緑公園体育館 体育館 A A A 

20 越前市高瀬トレーニングセンター 屋内競技場 C C C 

21 越前市武道館 武道場 B B C 

22 越前市みどりと自然の村ゲートボール場 ゲートボール場 A B C 

23 越前市みどりと自然の村テニスコート 庭球場 C B C 

24 越前市北新庄体育館 体育館 A C C 

25 越前市北日野体育館 体育館 A C A 

26 越前市大虫体育館 体育館 A C A 

27 越前市武生体育センター 体育館 C C C 

28 越前市今立体育センター 体育館 A B A 

29 越前市今立ふれあいプラザ 体育館 C C A 

30 越前市粟田部体育館 体育館 C C C 

31 越前市今立テニスコート 庭球場 A A C 

平成 25 年４月１日から廃止 



- 12 - 

 

②利用状況評価 

・各スポーツ施設について、以下の２つの指標で利用状況を評価します。 

表２-５ 《各評価項目ごとの指標と評価類型の考え方》 

評価項目 Ａ：（３ポイント） Ｂ：（２ポイント） Ｃ：（１ポイント） 

利

用

状

況

評

価 

稼働率 

条例及び規則による年間

運営日数に対する実際の

稼働日数（Ｈ24 年度）の割

合によりＡ～Ｃの３類型に

分類 

稼働率が９割を超
える施設 

稼働率が６割～９
割の施設 

稼働率が６割未満
の施設 

稼働１日当たりの利用

者数 

稼働１日当たりの利用者

数（Ｈ24年度）からＡ

～Ｃの３類型に分類 

稼働１日当たりの
利用者数が種別ご
との比較で偏差値
55超 

（正規分布で 

概ね上位３割に相当） 

稼働１日当たりの
利用者数が種別ご
との比較で偏差値
45～55 

（正規分布で中央値 50 を 

挟んで４割に相当） 

稼働１日当たりの
利用者数が種別ご
との比較で偏差値
45未満 

（正規分布で 

概ね下位３割に相当） 
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表２-６ 《施設の利用状況評価結果表》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 施設名称 
主な 

機能 

利用状況評価 

稼働率 
稼働１日 
当たり 
利用者数 

1 武生中央公園体育館 体育館 A A 

2 武生中央公園野球場 グラウンド B B 

3 武生中央公園水泳場 水泳場 A A 

4 武生中央公園庭球場 庭球場 A A 

5 武生中央公園弓道場 武道場 A C 

6 武生中央公園多目的グラウンド グラウンド A B 

7 武生東運動公園ソフトボール場 グラウンド C A 

8 武生東運動公園庭球場 庭球場 C C 

9 武生東運動公園陸上競技場 グラウンド C B 

10 帆山公園庭球場 庭球場 C C 

11 帆山公園相撲場 武道場 A C 

12 家久スポーツ公園庭球場 庭球場 C C 

13 家久スポーツ公園温水プール 水泳場 A B 

14 家久スポーツ公園ソフトボール場 グラウンド C B 

15 今立中央公園多目的広場 グラウンド A C 

16 今立中央公園水泳場 水泳場   

17 今立南部公園庭球場 庭球場 C C 

18 白崎公園屋内ゲートボール場 ゲートボール場 B B 

19 瓜生水と緑公園体育館 体育館 B B 

20 越前市高瀬トレーニングセンター 屋内競技場 B B 

21 越前市武道館 武道場 A A 

22 越前市みどりと自然の村ゲートボール場 ゲートボール場 C C 

23 越前市みどりと自然の村テニスコート 庭球場 C B 

24 越前市北新庄体育館 体育館 B B 

25 越前市北日野体育館 体育館 A B 

26 越前市大虫体育館 体育館 A B 

27 越前市武生体育センター 体育館 A B 

28 越前市今立体育センター 体育館 A B 

29 越前市今立ふれあいプラザ 体育館 B B 

30 越前市粟田部体育館 体育館 B B 

31 越前市今立テニスコート 庭球場 C B 

 

平成 25 年４月１日から廃止 

※その他の施設の稼働率及び稼働１日当たりの利用者数の

詳細は資料編を参照 

・各スポーツ施設の利用状況評価の

結果は表２-６のとおりです。（稼

働率等の具体的な数値はｐ70資料

３参照）グラウンドなどの屋外施

設は、天候の影響を受けることか

ら全体的に稼働率が低い状況にあ

ります。 

・主な機能が同一の施設でも施設に

よって利用状況評価に差が生じて

おり、評価が低い施設について

は、各競技のスポーツ人口の多寡

（ｐ70資料３参照）を考慮した上

で、利用促進又はあり方の検討な

どの対策が必要となります。特に

稼働率が高い一方で稼働１日当た

り利用者数が少ない施設は、ニー

ズに合わせた運営を検討する必要

があります。 
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③コスト状況評価 

・各スポーツ施設が市民のスポーツ需要に応

えるためには、光熱水費や建物管理委託費

などの施設維持に要するコスト、職員人件

費や指定管理者等人件費などの施設での事

業運営にコストを要しています。ここでは、

利用者１人当たりのトータルコストを比較

し、相対的なコストパフォーマンスを評価

します。 

表２-７ 《各評価項目ごとの指標と評価類型の考え方》 

評価項目 Ａ：（３ポイント） Ｂ：（２ポイント） Ｃ：（１ポイント） 

コ
ス
ト
状
況
評
価 

施設のトータルコスト 

平成 24年度の利用者１

人当たりのトータルコス

ト（コストパフォーマン

ス）からＡ～Ｃの３類型

に分類 
 
トータルコストは、光熱水費や

建物管理委託費などの施設

維持に要するコスト、職員人

件費や指定管理者等人件費

などの施設での事業運営に

要するコストの総計 

利用者１人当たり
のコストが種別ご
との比較で偏差値
45未満 

（正規分布で 
概ね上位３割に相当） 

利用者１人当たり
のコストが種別ご
との比較で偏差値
45～55 

（正規分布で中央値 50 を 
挟んで４割に相当） 

利用者１人当たり
のコストが種別ご
との比較で偏差値
55超 

（正規分布で 
概ね下位３割に相当） 
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表２-８ 《施設のコスト状況評価結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 施設名称 主な機能 
コスト 

状況評価 

1 武生中央公園体育館 体育館 B 

2 武生中央公園野球場 グラウンド C 

3 武生中央公園水泳場 水泳場 C 

4 武生中央公園庭球場 庭球場 B 

5 武生中央公園弓道場 武道場 A 

6 武生中央公園多目的グラウンド グラウンド A 

7 武生東運動公園ソフトボール場 グラウンド B 

8 武生東運動公園庭球場 庭球場 C 

9 武生東運動公園陸上競技場 グラウンド B 

10 帆山公園庭球場 庭球場 B 

11 帆山公園相撲場 武道場 A 

12 家久スポーツ公園庭球場 庭球場 B 

13 家久スポーツ公園温水プール 水泳場 A 

14 家久スポーツ公園ソフトボール場 グラウンド B 

15 今立中央公園多目的広場 グラウンド C 

16 今立中央公園水泳場 水泳場  

17 今立南部公園庭球場 庭球場 C 

18 白崎公園屋内ゲートボール場 ゲートボール場 B 

19 瓜生水と緑公園体育館 体育館 B 

20 越前市高瀬トレーニングセンター 屋内競技場 B 

21 越前市武道館 武道場 B 

22 越前市みどりと自然の村ゲートボール場 ゲートボール場 A 

23 越前市みどりと自然の村テニスコート 庭球場 C 

24 越前市北新庄体育館 体育館 A 

25 越前市北日野体育館 体育館 A 

26 越前市大虫体育館 体育館 A 

27 越前市武生体育センター 体育館 C 

28 越前市今立体育センター 体育館 B 

29 越前市今立ふれあいプラザ 体育館 C 

30 越前市粟田部体育館 体育館 B 

31 越前市今立テニスコート 庭球場 A 

 

Ｈ25.４.１から 

廃止 

※稼働率及び稼働１日当たりの利用者数の詳細は資料編を

参照 

・各スポーツ施設のコスト状況評価の

結果は表２-８のとおりです。（利用

者１人当たりのコストの具体的な数

値はｐ73資料-６参照） 

・主な機能が同一の施設でも施設によ

ってコスト状況評価に差が生じてお

り、評価が低い施設は、利用の促進

や運営方法の見直しによるコストの

削減が必要です。 
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第３ 基本方針 

（１）国体開催に向けた重点的・優先

的整備 

・平成30年には、県を挙げての国民的ス

ポーツイベント福井国体が開催されま

す。 

・本市はフェンシング、軟式野球、ソフト

テニス及びソフトボールの競技会場地と

なることが内定しています。 

・これを機に、夢と感動を共有し、する人、

観る人、支える人の拡大を図る必要があ

ります。 

・このため、平成 29年のプレ大会の開催

を目指し、これらの競技会場となる施設

の再整備に関する短期プログラムを策定

し、優先的・重点的な整備を推進します。 

（２）機能の維持向上と施設の集約化、

複合化及び機能移転による統廃

合 

・現在のスポーツ施設の多くは、昭和 40

年代から50年代までの人口が増加する

時期に建設されており、今後の人口減

少により、施設数と需要の間にギャッ

プが生じることが予想されます。 

・また、今後とも厳しい財政状況が予測

されており、老朽化が進み順次更新の

時期を迎えるスポーツ施設の全てを現

在と同じ数を維持して更新することは

困難です。 

・このため、施設の建物状況や利用状況、

用途別の施設数と立地バランス、学校

スポーツ施設などとの連携や避難施設

の位置づけなどを総合的に勘案し、行

政サービスが低下しないように極力機

能を維持しながら、既存施設の有効活

用を基本に、スポーツ施設の新設や更

新・大規模改修のタイミングを捉えて、

周辺に立地する施設の集約化及び複合

化による統廃合を行います。 

 

（３）モニタリングによる計画保全 

・更新費用が大きい屋内スポーツ施設の

65％以上が築後30年を経過しているこ

とから、老朽化対策が必要となってい

ます。 

・各施設の老朽化の状況を踏まえ、施設

の機能診断（P25～P37、P42～P61）に

基づく劣化予測、適切な対策工法の選

定などの実施を通じて既存施設の有効

活用を図ります。 

（４）中長期的な視点での計画的な整

備 

・社会の成熟化に合わせてスポーツ施設

の高経年化、財政上の制約から、計画

的な施設の更新、再配置を実施するこ

とは必須事項となっています。 

・短期的には、目に見える費用削減効果

を発現することは困難ですが、中長期

的に、維持更新費用の削減が図られる

よう計画的に進めます。 

・福井国体に向けた施設の優先的・重点

的整備を行います。また、利用促進の

取り組みによる利用状況を勘案して国

体終了後に再配置計画を見直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）スポーツ施設の現状評価を考慮 
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・スポーツ施設の建築物の耐震性や老朽

度などの安全性に関する現状や利用状

況などの現状評価を考慮して再配置の

方向性を検討します。 

・耐震性能は近隣住民の避難、救援・救

護等の場を確保する上で重要であるこ

とから、旧耐震基準で設計されている

体育館（武生体育センター、粟田部体

育館）の耐震診断を実施計画期間に順

次進めます。 

 

 

（６）庁内計画との整合性の確保/
武生中央公園再整備計画 

・市が定める上位計画、関連計画と整合

を図ることにより、より総合的な視点

で再配置を進めます。特にスポーツ施

設が集積する武生中央公園の再整備計

画と連携を図ります。 
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第４ 実施プログラム 

１ 用途別の方向性 

・人口減少が急速に進展する中、将来に大

きな財政等の負担を残さないかたちで維

持更新していくためには、人口減少に合

わせて施設保有量を縮減することにより、

次世代に継承可能な施設保有としていく

必要があります。 

 

 

・実施プログラムには、低利用となってい

る施設を見直すため利用範囲を考慮し、

統合化を整理します。 

 

 

 

 

 

①体育館 

●高次のニーズにも対応する拠点的な複合体育館と、幅広いスポーツニーズに対応

する地区体育館の役割分担 

・体育館は、拠点的な体育館（各種大会

の開催に求められる高い水準を備える

とともに、広域利用が望ましい種目の

機能が複合的に集約する体育館）と、

様々な屋内競技の練習場所などとして

幅広く地域のスポーツニーズに対応し

生涯スポーツの推進に寄与する地区体

育館、学校体育館が役割分担してニー

ズに応えます。 

・武生中央公園体育館の改築により、福

井国体のフェンシング競技開催に備え

るとともに、越前市高瀬トレーニング

センターの機能を移転・複合化します。 

・その他の体育館は、地域バランス、学

校体育館との連携、構造安全性、老朽

化状況、利用者の理解度などを踏まえ

総合的な評価を加えて最適配置を進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武生中央公園 

体育館 

【複合化】 
役割分担 

その他の体育館 【最適配置】 

瓜生水と緑

公園体育館 

越前市武生 

体育センター 

越前市北新

庄体育館 

越前市今立 

体育センター 

越前市北日

野体育館 

 

越前市今立 

ふれあいプ

ラザ 

越前市大虫 

体育館 

越前市粟田

部体育館 

BB 

四角囲み枠内の左は「稼働率」、右は「稼動１日当たりの利用者数」

AA 

AB AB 

AB AB BB 

BB BB 
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②武道場 

●当面は３施設体制を維持 

・柔道、剣道、弓道、相撲等の各武道競

技の大会開催が可能な施設として、当

面の間は３施設（武道館、弓道場及び

相撲場）を維持します。 

・武生中央公園弓道場は、施設の老朽化

や遠的競技等に対応するため、機能移

転したのち、廃止します。 

・越前市武道館は、床の張替えや空調な

どの改修を検討します。また、帆山公

園相撲場は、市内唯一の屋根付きの相

撲場として当面は機能を維持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③屋内競技場 

●越前市高瀬トレーニングセンターを新体育館に統合（機能移転） 

・越前市高瀬トレーニングセンターは、

武生中央公園体育館の改築に合わせ

て機能を移転し、廃止します。 

 

 

 

 

 

 

④水泳場 

●屋内プール、長水路（50ｍ）プールを維持 

・通年で利用可能な家久スポーツ公園温

水プールは維持し、武生中央公園水泳

場の長水路（50ｍ）は維持。幼児プー

ルについては、規模を縮小し、維持し

ます。 

・今立中央公園水泳場は既に機能廃止し

ており、今後、都市公園の一部として

整備します。 

 

 

 

 

 

【３施設体制を維持】 

中央公園弓道場 

【機能移転】 

越前市武道館 

【維持】 

帆山公園相撲場 

【維持】 

 

越前市高瀬トレーニング 

センター 

【廃止】 

四角囲み枠内の左は「稼働率」、右は「稼動１日当たりの利用者数」 

四角囲み枠内の左は「稼働率」、右は「稼動１日当たりの利用者数」 

BB 

AC AA AC 

家久スポーツ公園温水プール 

【維持】 

武生中央公園水泳場 
【集約化】 

今立中央公園水泳場 

【廃止】 

四角囲み枠内の左は「稼働率」、右は「稼動１日当たりの利用者数」 

AA AB 
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⑤グラウンド 

●スポーツ施設として６グラウンド体制とし、丹南総合公園と役割分担 

・福井国体の軟式野球競技の会場に対応

する高次のグラウンド機能は、丹南総

合公園野球場（県営）に委ね、老朽化

が進む武生中央公園野球場の機能を移

転します。 

・福井国体の競技会場に対応し東運動公

園ソフトボール場を改修、武生中央公

園多目的グラウンドについては機能の

一部を、瓜生水と緑公園隣接地に機能

を移転しながら維持します。このほか、

家久スポーツ公園ソフトボール場及び

今立中央公園多目的広場はナイター設

備を計画的に修繕し、機能を維持しま

す。 

・武生東運動公園陸上競技場は、フィー

ルドの芝張替え、公認更新に必要な改

修を計画的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥庭球場 

●武生中央公園庭球場を改修しその他の庭球場は利用状況等を踏まえて最適配置 

・武生中央公園庭球場は、福井国体の競

技会場として、コートの改修等の整備

を行います。また、中央公園内に練習

用テニスコートを整備します。 

 

・その他の施設は、地域バランス、利用

状況、老朽化状況などを踏まえ、現在

全体で 22面有しているコート数の統

合を進めます。 

 

 

 

 

 

 

武生中央公園 

野球場 

【機能移転】 

 

役割分担 

 

武生中央公園 

多目的グラウンド 

【維持】 
 

東運動公園 

ソフトボール場

【維持】 

 

家久スポーツ公園 

ソフトボール場 

【維持】 

 

今立中央公園 

多目的広場 

【維持】 

 

東運動公園 

陸上競技場 

【維持】 

 

 

武生中央公園 

庭球場 

【維持】 
８面 

役割分担 

その他のテニスコート【集約化】 22 面 

東運動公園 

庭球場 
６面 

帆山公園 

庭球場 
２面 

家久スポーツ公園 

庭球場 
４面 

今立南部公園 

庭球場 
４面 

越前市みどりと自然

の村テニスコート                 

４面 

越前市今立 

テニスコート 
２面 

AA

BB 

AB CA CB AC 

CBCC 

CB 

CC CC CC CB 

四角囲み枠内の左は「稼働率」、右は「稼動１日当たりの利用者数」 

四角囲み枠内の左は「稼働率」、右は「稼動１日当たりの利用者数」 
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⑦ゲートボール場 

●越前市みどりと自然の村ゲートボール場を廃止し跡地利用検討 

・近年、利用実績が非常に少ない越前市

みどりと自然の村ゲートボール場は、

実施計画期間中に跡地利用の方針を決

め廃止します。 

 

・白崎公園屋内ゲートボール場は、新設

される丹南総合公園全天候型球技場と

共に、雨天においてもゲートボール競

技が可能な施設として機能を維持し、

計画的に修繕を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

越前市みどりと自然の村 

ゲートボール場 

【廃止】 

白崎公園屋内ゲートボール場 

【維持】 

CC BB 

四角囲み枠内の左は「稼働率」、右は「稼動１日当たりの利用者数」 
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２ 実施プログラム 

（１）実施プログラムの基本事項 

①実施プログラムの構成 

●前期５年間の実施計画と後期５年間の基本計画 

・実施プログラムは、今後10年間のス

ポーツ施設の整備等に関する計画であ

り、今後５年間において重点的・優先

的に取り組む施設を対象とした実施計

画とその後５年間を計画対象期間とし

た基本計画からなります。 

 

②計画対象期間とスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 実施計画 

・本計画の対象期間である平成 26年

（2014年）から平成35年（2023年）

までのうち前期５年間に当たる平成

26年（2014年）から福井国体が開催

される平成 30年（2018年）までを計

画対象期間とします。 

・福井国体の開催に向け、年次計画に従

って重点的・優先的に進めるべきスポ

ーツ施設の整備を着実に進めます。 

イ 基本計画 

・本計画の対象期間である平成 26年

（2014年）から平成35年（2023年）

までのうち後期５年間に当たる平成

31年（2019年）から平成35年（2023

年）までを計画対象期間とします。 

・後期５年間については、「基本計画」

と位置付け、前期５年間において総合

的な評価や関係団体との合意形成を進

め、国体開催後を目途に「基本計画」

から「実施計画」に見直し、整備を実

施します。 

③対象施設 

ア 実施計画 

・実施計画では、福井国体の競技会場と

なるスポーツ施設の改築・改修を重点

的に進めるとともに、周辺の関連施設

の統合に取り組みます。 

 

イ 基本計画 

・基本計画では、実施計画対象施設以外

の全てのスポーツ施設を対象とします。 

 

 

基本計画の対象期間 

後期実施計画の準備期間 

「計画保全」を取り組みな

がら市民との対話を進め、

本計画の理解促進、意向

の把握に取り組む 

          本 計 画 の 対 象 期 間  

平成 26 年 
（2014 年） 

平成 30 年 
（2018 年） 

平成 35 年 
（2023 年） 

前期実施計画の対象期間 

福井 
国体 

後期実施計画の対象期間 
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           計 画 保 全 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象期間 

保全計画 

の策定 

[Pl] 

保全業務 

の実施 

[Do] 

保全計画 

の改善 

[Ac] 

保全実施 

の評価 

[Cｈ] 

分析 
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（２）実施計画（前期５年間） 
ア 現行施設に関する計画 ······························· 25 

・武生中央公園体育館 ················································· 25 

・武生中央公園野球場 ················································· 26 

・武生中央公園水泳場 ················································· 27 

・武生中央公園庭球場 ················································· 28 

・武生中央公園弓道場 ················································· 29 

・武生中央公園多目的グラウンド ······································· 30 

・武生東運動公園ソフトボール場 ······································· 31 

・武生東運動公園陸上競技場 ··········································· 32 

・今立中央公園水泳場 ················································· 33 

・越前市高瀬トレーニングセンター ····································· 33 

・越前市みどりと自然の村ゲートボール場 ······························· 34 

 

イ 新たなスポーツ施設の整備 ··························· 35 

・丹南総合公園（県施設） ············································· 35 

・越前市総合体育館（仮称） ··········································· 36 

・越前市弓道場（仮称） ··············································· 36 

・新サッカー場（仮称） ··············································· 36 

 

ウ 前期５年の実施計画の概要 ··························· 36 

 

エ 実施計画年次プログラム（現行施設） ················· 39 

 

オ 実施計画年次プログラム（新規施設で表記） ··········· 39 
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（２）実施計画（前期５年間） 
ア 現行施設に関する計画   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《 武生中央公園体育館：統合（複合化）【改築】※ 》 
建設年度：昭和42年度 

構造：鉄筋コンクリート 

・武生中央公園体育館は、建設後 45年

以上が経過し、老朽化が進んでいま

す。また、福井国体のフェンシング

競技会場となることから、全国大会

が開催できる施設水準を整える必要

があります。 

・このため、現在立地する位置の北側

にある駐車場の位置に改築し、併せ

て越前市高瀬トレーニングセンター

の機能を統合して複合化します。 

・平成 25年度に基本設計を実施し、平

成 26年度に実施設計、平成 27年度

から平成 28年度までの間に建設工事

を行います。 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 耐震診断の結果、耐震性を有している 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：46年＞40年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし（スロープあり） 

稼働率 Ａ 
稼働率：1.0＞0.9 

運営日数：360日、稼働日数：359日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ａ 

偏差値：68.3＞55 

稼働１日当たりの利用者数：157.2人、利用者数：56,444人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜50.2＜55 

利用者１人当たりのコスト：248円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

武生中央公園体育館

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

レーダーチャート：武生中央公園体育館 

※施設名の右側は再配置方針（   ）内はその分類、 

【   】内は施設整備の方針。以下、他の施設も同様。 



- 26 - 

 
 
 
 

 

 

 

《 武生中央公園野球場：統合（機能移転）【更新】 》 
建設年度：昭和40年度 

・武生中央公園野球場は、建設後 45年

以上が経過し、老朽化が進んでいま

す。また、スタンドのコンクリート

部分に大きな亀裂が生じているな

ど、構造、安全上も課題を有してい

ます。 

・市内における硬式野球の公式戦が可

能な唯一の野球場でしたが、平成 25

年度に丹南総合公園野球場及び多目

的グラウンドが竣工
しゅんこう

したため、これ

まで武生中央公園野球場が担ってき

た機能は、丹南総合公園野球場及び

多目的グラウンドへと移転します。 

・平成 25年度内に武生中央公園野球場

は機能廃止し、平成 26年度以降に武

生中央公園再整備計画に基づき再整

備します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
目視点検の結果、スタンドのコンクリード部分に大きな亀

裂が生じている 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：48年＞40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差あり 

稼働率 Ｂ 
稼働率：0.6＜0.67＜0.9 

運営日数：264日、稼働日数：179日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜47.3＜55 

稼働１日当たりの利用者数：41.5人、利用者数：7,427人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：59.9＞55 

利用者１人当たりのコスト：840円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

武生中央公園野球場レーダーチャート：武生中央公園野球場 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 武生中央公園水泳場：統合（集約化）【改修】 》 
建設年度：昭和40年度 

・武生中央公園水泳場は、稼働率及び

稼働１日あたりの利用者数は高い状

況にありますが、建設後 45年以上が

経過し、老朽化が進んでいます。ま

た、維持管理に要する人件費など比

較的多額の経費を要しています。 

・このため、２つある幼児用プールを

１つにするなど(規模縮小)の見直し

を行い、コストの削減を図ります。 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：48年＞40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差あり 

稼働率 Ａ 
稼働率：0.95＞0.9 

運営日数：43日、稼働日数：41日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ａ 

偏差値：58.9＞55   

稼働１日当たりの利用者数：188.4人、利用者数：7,725人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：62.6＞55 

利用者１人当たりのコスト：2,188円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

武生中央公園水泳場レーダーチャート：武生中央公園水泳場 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 武生中央公園庭球場：維持【改修】 》 
建設年度：昭和42年度 

・武生中央公園庭球場は、稼働率及び

稼働１日あたりの利用者数は高い状

況にありますが、建設後 45年以上が

経過し、老朽化が進んでいます。ま

た、福井国体のソフトテニス競技会

場となることから、全国大会が開催

できる施設水準を整える必要があり

ます。 

・このため、コート８面、コンクリー

ト壁の改修を行います。 

・平成 26年度に実施設計を行い、平成

27年度から平成 28年度までの間に改

修工事を行います。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
目視点検の結果、コンクリート壁部分に大きな亀裂が生

じている 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：46年＞40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差あり 

稼働率 Ａ 
稼働率：1.00＞0.9 

運営日数：284日、稼働日数：284日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ａ 

偏差値：65.5＞55   

稼働１日当たりの利用者数：146.6人、利用者数：41,644人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜48.0＜55 

利用者１人当たりのコスト：202円/人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽化状況

運営日数

利用者数 

コスト 老朽化状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

構造安全性 

バリアフリー 
状況 

レーダーチャート：武生中央公園庭球場 
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《 武生中央公園弓道場：統合（機能移転）【更新】 》 
建設年度：昭和46年度 

構造：木造 

・武生中央公園弓道場は、建設後 40年

以上が経過し、老朽化が進んでいま

す。また、施設規模が小さく近的競

技には対応していますが、遠的競技

に対応できていないことなどから、

稼働率は高いものの稼働１日当たり

の利用者数が少ない状況にありま

す。 

・このため、武生第二中学校隣接地に

新弓道場を建設し、弓道場機能を移

転し、跡地については武生中央公園

再整備計画に基づき整備します。 

・平成 25年度内に新弓道場を竣工
しゅんこう

、

平成26年度より機能移転します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
旧耐震基準により設計されており、耐震診断が未実施で

ある 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：42年＞40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差あり 

稼働率 Ａ 
稼働率：0.99＞0.9 

運営日数：360日、稼働日数357日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：43.3＜45 

稼働１日当たりの利用者数：10.2人、利用者数：3,649人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：41.6＜45 

利用者１人当たりのコスト：189円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

武生中央公園弓道場レーダーチャート：武生中央公園弓道場 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 



- 30 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 武生中央公園多目的グラウンド：維持【改修】 》 
建設年度：昭和29年度 

・武生中央公園多目的グラウンドは、主

にサッカー競技場として使用されてお

り稼働率は高い状況にあります。 

・このため体育館や武生中央公園全体の

再整備の実施に伴い、瓜生水と緑公園

隣接地にサッカー場の機能を移転整備

します。 

・瓜生水と緑公園隣接地に整備するサッ

カー場は、平成 26年度から実施設計

及び敷地造成、芝生化などを実施しま

す。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：59年＞40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差あり 

稼働率 Ａ 
稼働率：0.92＞0.9 

運営日数：220日、稼働日数203日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜50.6＜55 

稼働１日当たりの利用者数：65.5人、利用者数：13,297人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：42.3＜45 

利用者１人当たりのコスト：92円/人 

 

老朽化状況

バリアフリー状況

運営日数

利用者数

コスト 

構造安全性 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

稼働１日当た
り利用者数 

稼働率 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

レーダーチャート：武生中央公園多目的グラウンド 
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《 武生東運動公園ソフトボール場：維持【改修】 》 
建設年度：昭和52年度 

・武生東運動公園ソフトボール場は、

建設後 35年以上が経過し、今後、ナ

イター照明施設等の老朽化が進むこ

とが想定されます。また、福井国体

のソフトボール競技会場となること

から、全国大会が開催できる施設水

準を整える必要があります。 

・このため、フィールドの改修などを

行います。 

・平成 27年度に実施設計を行い、平成

28年度に改修工事を行います。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜36年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/段差のない経路あり 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.2＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数54日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ａ 

偏差値：59.5＞55 

稼働１日当たりの利用者数：130.1人、利用者数：7,024人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜53.1＜55 

利用者１人当たりのコスト：548円/人 

 

 

 

 

 

 

 

 

稼働率 

バリアフリー 
状況 

老朽化状況 

構造安全性 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

稼働１日当た
り利用者数 

レーダーチャート：武生東運動公園ソフトボール場 
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《 武生東運動公園陸上競技場：維持【改修】 》 
建設年度：昭和57年度 

・武生東運動公園陸上競技場は、建設

後 30年以上が経過しています。現

在、日本陸上競技連盟の第２種公認

を受けている陸上競技場です。 

・しかし、平成 25年年度の公認基準改

正により、第２種を継続するには、

大規模な改修（観客席の増設、幅跳

び施設の増設、円盤投・ハンマー投

用囲いの改修）が必要となるため、

公認の見直しを含め検討を行いま

す。 

・また、フィールドの芝の張り替えな

ど、機能水準を向上するための改修

を行います。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜31年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/芝生スタンドには大きな段差あり 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.48＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数129日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜53.6＜55 

稼働１日当たりの利用者数：87.7人、利用者数：11,314人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜48.8＜55 

利用者１人当たりのコスト：370円/人 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営日数

利用者数

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

レーダーチャート：武生東運動公園陸上競技場 
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《 今立中央公園水泳場：統合（集約化）【廃止】 》 
・今立中央公園水泳場は、平成25年４月１日から廃止しています。 

 

《 越前市高瀬トレーニングセンター：統合（機能移転）【廃止】 》 

建設年度：昭和52年度 

構造：鉄骨造 

・越前市高瀬トレーニングセンター

は、ウエイトリフティング、ボクシ

ング、卓球、レスリングの競技施設

であり、建設後 35年以上が経過して

老朽化が進んでいます。 

・福井国体の開催に向けて改築される

武生中央公園体育館においてトレー

ニングセンター機能を付加する計画

です。 

・このため、越前市高瀬トレーニング

センターは、武生中央公園体育館の

改築後、平成 29年度に機能を移転し

廃止します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
旧耐震基準により設計されており、耐震診断が未実施で

ある 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：36年＞30年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差あり 

稼働率 Ｂ 
稼働率：0.6＜0.88＜0.9 

運営日数：307日、稼働日数269日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜50＜55 

稼働１日当たりの利用者数：3.9人、利用者数：1,055人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜50＜55 

利用者１人当たりのコスト：284円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

高瀬トレーニングセンターレーダーチャート：越前市高瀬トレーニングセンター 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

越前市高瀬トレーニングセンターレーダーチャート：越前市高瀬トレーニングセンター 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市みどりと自然の村ゲートボール場：統合（集約化）【廃止】 》 

建設年度：昭和62年度 

・越前市みどりと自然の村ゲートボー

ル場は、建設後 25年以上が経過して

います。市の中心部から離れた立地

条件もあり、近年はほとんど利用実

績がありません。 

・このため、越前市みどりと自然の村

ゲートボール場は、実施計画期間に

跡地利用の方針決定を行い、廃止し

ます。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜26年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.01＜0.6 

運営日数：195日、稼働日数1日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：41.3＜45 

稼働１日当たりの利用者数：10人、利用者数：10人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：35.9＜45 

利用者１人当たりのコスト：40円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

みどりと自然の村ゲートボール場レーダーチャート：越前市みどりと自然の村ゲートボール場（１面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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イ 新たなスポーツ施設の整備 

《 丹南総合公園 》 
・丹南総合公園は、丹南地域の広域的な

レクリエーション施設として、文化、

スポーツ、自然散策などの利用に対応

した面積１５．５haの県営の総合公

園です。スポーツ施設としては、野球

場（平成25年供用開始）、体育館（平

成26年供用開始予定）、多目的グラウ

ンド（平成25年供用開始）、ゲートボ

ール場（平成26年供用開始）、全天候

型球技場（平成 26年供用開始）があ

ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スポーツ施設 規模 施設水準 

野球場 13,500㎡ 

両翼：100ｍ センター：122ｍ 

内野スタンド：収容人員1,500人 

外野スタンド：収容人員2,000人 

ナイター照明塔：６基 

体育館 
2,130㎡ 
（延床面積） 

バレーボールコート：２面 

バスケットコート ：２面 

バトミントンコート：８面 

公園管理事務所、男女更衣室、シャワー
室、トイレ 

多目的グラウンド 14,240㎡ 

ソフトボールグラウンド：２面 

野球グラウンド：１面 

少年サッカーコート：２面 

公式サッカーコート：１面 

ナイター照明塔：８基 

ゲートボール場 550㎡ ゲートボールコート：１面（屋外） 

全天候型球技場 
1,150㎡ 
（延床面積） 

ゲートボールコート：２面（屋根付き） 

丹南総合公園体育館完成予想図 丹南総合公園野球場 
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《 越前市総合体育館 

 （仮称）》 
・平成 30年の福井国体の開催に向け、

本市が会場となるフェンシングを始め

とした各種競技の競技力の向上を図っ

ていくため、武生中央公園内に現在の

体育館に替わる新たな越前市総合体育

館（仮称）を建設します。 

・バレーボール、バスケットボール、バ

ドミントン等の競技のほか、フェンシ

ング、越前市高瀬トレーニングセンタ

ーなどの機能を備えた拠点的・複合的

な体育館として整備します。 

 

《 越前市弓道場 （仮称）》 

・武生中央公園弓道場は、遠的場がない

ため、武生第二中学校の隣接地に遠的

場も備えた弓道場を整備します。 

 
《 新サッカー場（仮称） 》 
・瓜生水と緑公園に隣接する市有地に新

たにサッカー場（人工芝グラウンド）

を整備し、武生中央公園多目的グラウ

ンドのサッカー場の機能を移転します。 

 
 

 

 

 

 

ウ 前期５年の実施計画の概要 

施設名称 再配置方針 実施予定年度 

武生中央公園体育館 

体育館機能と越前市高瀬トレーニングセンター

機能を併せ持つ越前市総合体育館（仮称）として

改築し複合化を図ります。 

平成 27 年度

から平成 28

年度 

武生中央公園野球場 

昭和 40 年開設から、48 年が経過し、老朽化が

著しくバリアフリーなど施設の構造にも課題があ

り、利用者の安全性をはかるため、平成 25 年 9

月 21 日に開催された、丹南総合公園野球場及

び多目的グラウンドに機能移転し廃止する。 

平成 25 年度 

武生中央公園水泳場 

昭和 40 年開設から 48 年が経過し、老朽化が著

しく、バリアフリーなど課題もある。今立中央公園

水泳場の機能を集約し改修を行う。 

平成 27 年度

から平成 28

年度 

武生中央公園庭球場 

 

平成 30 年に開催される福井国体ソフトテニスの

競技会場となっているが昭和 42 年度開設から、

46 年が経過し、老朽化が著しくテニスコート８面

の改修を行う。 

平成 27 年度

から平成 28

年度 

武生中央公園弓道場 

昭和 46 年開設から、42 年が経過し、老朽化が

著しく、利用者の安全確保と機能向上をはかる

ため新弓道場を新築し平成 26 年 4 月（予定）完

成後に機能を移転し廃止する。 

平成 25 年度 

武生中央公園多目的グラウンド 

昭和 29 年開設から、59 年が経過し、老朽化が

著しく、たけふ菊人形の駐車場として利用され稼

働日数も制限されている。専用サッカー競技場

機能を、瓜生水と緑公園隣接地に移転し、多目

的利用を可能とする。 

平成 27 年度 
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武生東運動公園ソフトボール場 

昭和 52 年開設から 36 年が経過し、老朽化が著

しい。また、平成 30 年に開催される福井国体開

催ソフトボール競技の会場となっているが、フィ

ールドは、不陸が発生しているため、国体競技

施設基準に適合していないので改修を行う。 

平成 28 年度 

武生東運動公園陸上競技場 
フィールドの芝生の張り替えによる機能強化を

図る。また、公認取得に向けた改修を行う。 

平成 26 年度

から平成 27

年度 

今立中央公園水泳場 
昭和 52 年開設から 36 年が経過、武生中央公

園水泳場へ機能が集約され廃止された。 

平成 25 年 4

月 1 日廃止済 

越前市高瀬トレーニングセンター 

昭和 52 年開設から 36 年が経過し、老朽化が著

しい。利用者の安全を確保するため廃止し、 

平成 30 年に開催される福井国体に向けて改築

される越前市総合体育館（仮称）に機能を移転

する。 

平成 29 年度 

越前市みどりと自然の村ゲートボール場 

昭和 62年から 26年が経過している。稼働実

績が少なく、利用者もいない状況である。跡

地利用方針を決定し廃止する。 

平成２６年度

から平成３０

年度 
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エ 実施計画年次プログラム（現行施設）   平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 

  福井国体スケジュール    プレ大会 本大会 

施設名称 再配置の方針 整備の方針  平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 

武生中央公園体育館 
統合 

（複合化） 
【更新】福井国体に向け現体育館の北側駐車場に越前市総合体育館（仮

称）を改築（下表①） 
スケジュール 実施設計 改築 改築   

武生中央公園野球場 
統合 

（機能移転） 
【更新】丹南総合公園野球場及び多目的グラウンドに機能移転（下表④） スケジュール 新築     

武生中央公園水泳場 
統合 

（集約化） 
【改修】幼児用プールの規模縮小 スケジュール 実施設計 改修    

武生中央公園庭球場 維持 【改修】国体に向けた改修（コート８面） スケジュール 実施設計 改修 改修   

武生中央公園弓道場 
統合 

（機能移転） 
【更新】越前市弓道場（仮称）完成後に機能移転（下表②） スケジュール 新築     

武生中央公園多目的グラウンド 
統合 

（機能移転） 
【改修】福井国体に向けた新体育館建設に伴いサッカー場機能を瓜生水と

緑公園隣接地に機能移転し新サッカー場を建設（下表③） 
スケジュール 実施設計 改修    

武生東運動公園ソフトボール場 維持 【改修】福井国体に向けフィールド改修 スケジュール  実施設計 改修   

武生東運動公園陸上競技場 
統合 

（複合化） 
【改修】フィールドの芝の張り替え。公認更新に向けた改修 スケジュール 

改修 
（芝張替） 

改修 
（公認） 

公認取得   

今立中央公園水泳場 
統合 

（集約化） 
【廃止】平成25年4月1日に廃止 スケジュール      

越前市高瀬トレーニングセンター 
統合 

（機能移転） 
【廃止】武生中央公園体育館の改築に合わせて機能を移転し、越前市総合

体育館（仮称）に複合化した後、廃止 
スケジュール    機能移転  

越前市みどりと自然の村ゲートボール場 
統合 

（集約化） 
【廃止】実施計画期間に跡地利用の方針決定を行い、廃止 スケジュール      

 

 

 

オ 実施計画年次プログラム（新規施設で表記） 

      

施設名称 再配置方針  平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 

①越前市総合体育館（仮称） 
平成 30 年開催の福井国体に向け、フェンシング競技会場などを備えた総合体
育館を整備 

スケジュール 実施設計 改築 改築   

②越前市弓道場（仮称） 
遠的場を備えたより多くの利用が見込まれる弓道場として武生中央公園弓道場
から移転し整備 

スケジュール 供用開始     

③新サッカー場（仮称） サッカー場機能を武生中央公園多目的グラウンドから移転し整備 スケジュール 実施設計 建設 建設   

④丹南総合公園野球場・多目的グラウンド 
丹南地域の広域的なレクリエーション施設として野球場、多目的グラウンドを整
備（県施設） 

スケジュール 
※平成 25 年 9 月

21 日供用開始 
    

  

廃  止 
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（３）基本計画（後期５年間） 
ア 施設ごとの方向性（実施計画対象以外） ··············· 42 

・武生東運動公園庭球場 ··············································· 42 

・帆山公園庭球場 ····················································· 43 

・帆山公園相撲場 ····················································· 44 

・家久スポーツ公園庭球場 ············································· 45 

・家久スポーツ公園温水プール ········································· 46 

・家久スポーツ公園ソフトボール場 ····································· 47 

・今立中央公園多目的広場 ············································· 48 

・今立南部公園庭球場 ················································· 49 

・白崎公園屋内ゲートボール場 ········································· 50 

・瓜生水と緑公園体育館 ··············································· 51 

・越前市武道館 ······················································· 52 

・越前市みどりと自然の村テニスコート ································· 53 

・越前市北新庄体育館 ················································· 54 

・越前市北日野体育館 ················································· 55 

・越前市大虫体育館 ··················································· 56 

・越前市武生体育センター ············································· 57 

・越前市今立体育センター ············································· 58 

・越前市今立ふれあいプラザ ··········································· 59 

・越前市粟田部体育館 ················································· 60 

・越前市今立テニスコート ············································· 61 
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（３）基本計画（後期５年間） 
ア  施設ごとの方向性（実施計画対象以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 武生東運動公園庭球場：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和56年度 

・武生東運動公園庭球場は、建設後30年

以上が経過しています。クレーコート

表面の粘土化やハードコートの亀裂発

生、表面劣化など老朽化が進行しつつ

あります。また、稼働１日当たりの利

用者数は、帆山公園庭球場に次いで少

ない状況にあります。 

・このため、コートの改修を行う武生中

央公園庭球場の機能充実等同種施設の

状況を踏まえ、実施計画期間中に統合

の方針を決定し、基本計画期間に統廃

合を実施します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｂ 
目視点検の結果、フェンスに塗装の剥離、錆が認められ

る 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜32年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/段差のない経路あり 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.53＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数141日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：43.2＜45 

稼働１日当たりの利用者数：15人、利用者数：2,108人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：60.4＞55 

利用者１人当たりのコスト：803円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

武生東運動公園庭球場レーダーチャート：武生東運動公園庭球場（６面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 帆山公園庭球場：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和51年度 

・帆山公園庭球場は、建設後 35年以上

が経過しています。コート全体にわ

たって大きな亀裂が発生するなど老

朽化が進行しています。また、稼働

１日当たりの利用者数は市内庭球場

で最も少ない状況です。 

・このため、コートの改修を行う武生

中央公園庭球場の機能充実等同種施

設の状況を踏まえ、実施計画期間中

に統合の方針を決定し、基本計画期

間に統廃合を実施します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｂ 
目視点検の結果、フェンスの塗装に剥離、たわみが生じ

ている 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜37年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.48＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数133日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：42＜45 

稼働１日当たりの利用者数：7.7人、利用者数：1,029人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜53.0＜55 

利用者１人当たりのコスト：444円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

帆山公園庭球場レーダーチャート：帆山公園庭球場（２面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 帆山公園相撲場：維持 》 
建設年度：昭和50年度 

構造：鉄骨造 

・帆山公園相撲場は、建設後 35年以上

が経過しています。スポーツ人口は

100人でありますが、近年の利用者数

は、少ない状況です。 

・帆山公園相撲場は、市内唯一の屋根

付きの相撲場であり当面は機能を維

持します。 

 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜38年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：1.0＞0.9 

運営日数：1日、稼働日数1日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：44.7＜45 

稼働１日当たりの利用者数：16人、利用者数：16人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：34.9＜45 

利用者１人当たりのコスト：25円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

帆山公園相撲場レーダーチャート：帆山公園相撲場 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 家久スポーツ公園庭球場：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和59年度 

・家久スポーツ公園庭球場は、バリアフ

リーには対応済みであり、東西方向の

幹線道路沿いの恵まれた立地条件にあ

りますが、建設後 25年以上が経過して

います。 

・コートの改修を行う武生中央公園庭球

場の機能充実等同種施設の状況を踏ま

え、実施計画期間中に統合の方針を決

定し、基本計画期間に統廃合を実施し

ます 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜29年＜40年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.59＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数156日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：43.6＜55 

稼働１日当たりの利用者数：17.4人、利用者数：2,722人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜47.7＜55 

利用者１人当たりのコスト：189円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

家久スポーツ公園庭球場レーダーチャート：家久スポーツ公園庭球場（４面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 家久スポーツ公園温水プール：維持 》 
建設年度：昭和59年度 

構造：鉄筋コンクリート造 

・家久スポーツ公園温水プールは、バリ

アフリーには対応済みであり、東西方

向の幹線道路沿いの恵まれた立地条件

にありますが、建設後 25年以上が経過

しています。 

・市の水泳場としては唯一年間を通じて

利用できる施設として、今後とも機能

を維持するために計画的に修繕を行い

ます。 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 新耐震基準により設計されている 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜29年＜40年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：0.99＞0.9 

運営日数：306日、稼働日数304日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜48.8＜55 

稼働１日当たりの利用者数：50.5人、利用者数：15,340人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：43.6＜45 

利用者１人当たりのコスト：1,538円/人 

 
 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

家久スポーツ公園温水プールレーダーチャート：家久スポーツ公園温水プ
ール 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《家久スポーツ公園ソフトボール場：維持 》 
建設年度：昭和59年度 

・家久スポーツ公園ソフトボール場は、

身障者用トイレは整備済みであり、東

西方向の幹線道路沿いの恵まれた立地

条件にありますが、建設後25年以上が

経過しています。 

・今後とも機能を維持するために計画的

に修繕を行います。 

 

 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜29年＜40年 

バリアフリー状況 Ｂ 身障者トイレあり/スタンドの段差、階段にスロープなし 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.40＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数105日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜47.0＜55 

稼働１日当たりの利用者数：39.5人、利用者数：4,149人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜49.0＜55 

利用者１人当たりのコスト：377円/人 

 
 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

家久スポーツ公園ソフトボール場レーダーチャート：家久スポーツ公園ソフトボール場 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 今立中央公園多目的広場：維持 》 
建設年度：昭和51年度 

・今立中央公園多目的広場は、建設後

35年以上が経過しています。ナイタ

ー照明施設に腐食等が発生するなど

の老朽化が進行しつつあります。 

・機能を維持するため、平成 26年から

平成 28年までの間にナイター照明施

設の劣化度を調査し、調査結果を踏

まえて修繕します。 

 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 

照明施設の設備の一部が落下する事案が発生している 

目視点検の結果、照明施設に塗装の剥離、腐食が生じて

いる 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜37年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：1.00＞0.6 

運営日数：264日、稼働日数264日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：44.7＜45 

稼働１日当たりの利用者数：22.6人、利用者数：1,198人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：70.7＞55 

利用者１人当たりのコスト：1,296円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

今立中央公園多目的広場レーダーチャート：今立中央公園多目的広場 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 今立南部公園庭球場：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和60年度 

・今立南部公園庭球場は、建設後 25年

以上が経過しています。ナイター照

明施設に腐食等が発生するなどの老

朽化が進行しつつあります。 

・コートの改修を行う武生中央公園庭

球場の機能充実等同種施設の状況を

踏まえ、実施計画期間中に統合の方

針を決定し、基本計画期間に統廃合

を実施します。 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
目視点検の結果、照明施設に塗装の剥離、腐食が生じて

いる 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜28年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差あり 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.50＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数132日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｃ 

偏差値：44＜45 

稼働１日当たりの利用者数：20人、利用者数：2,636人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：69.8＞55 

利用者１人当たりのコスト：1,259円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

今立南部公園庭球場レーダーチャート：今立南部公園庭球場（４面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 白崎公園屋内ゲートボール場：維持 》 
建設年度：平成２年度 

構造：鉄骨造 

・白崎公園屋内ゲートボール場は、建

設後 20年以上が経過しています。市

のゲートボール場として唯一の屋内

施設であり、バリアフリーに対応済

みです。 

・高齢社会におけるシニア層を中心と

したゲートボールのニーズに対応す

る施設として、今後とも機能を維持

するため計画的に修繕を行います。 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 新耐震基準により設計されている 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜23年＜40年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差のない経路あり 

稼働率 Ｂ 
稼働率：0.6＜0.77＜0.9 

運営日数：307日、稼働日数237日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜50＜55 

稼働１日当たりの利用者数：27.1人、利用者数：6,433人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜50＜55 

利用者１人当たりのコスト：337円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

白崎公園屋内ゲートボール場レーダーチャート：白崎公園屋内ゲートボール場（２面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 瓜生水と緑公園体育館：維持 》 
建設年度：平成22年度 

構造：鉄骨鉄筋コンクリート造 

・瓜生水と緑体育館は、建設後５年未

満の新しい施設です。構造安全性や

老朽化状況、バリアフリー状況は良

好ですが、稼働１日当たりの利用者

数は、体育館９施設の中でも少ない

状況にある。 

・今後とも機能を維持するため計画的

な修繕を行います。 

 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 新耐震基準により設計されている 

老朽化状況 Ａ 建設後の経過年数：3年＜20年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし 

稼働率 Ｂ 
稼働率：0.6＜0.76＜0.9 

運営日数：307日、稼働日数233日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜45.1＜55 

稼働１日当たりの利用者数：19.4人、利用者数：4,530人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜49.9＜55 

利用者１人当たりのコスト：241円/人 

 
 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

瓜生水と緑公園体育館レーダーチャート：瓜生水と緑公園体育館 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市武道館：維持 》 
建設年度：昭和54年度 

構造：鉄筋コンクリート造 

・越前市武道館は、建設後 30年以上が

経過しています。稼働率、稼働１日

当たりの利用者数ともに高い状況で

すが、バリアフリーには対応できて

いません。 

・今後は、床の張り替えや空調設備な

どの改修が必要になると考えられま

す。 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｂ 
耐震診断の結果、ある程度の耐震性を有している。 

Is値：0.61 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜34年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：0.96＞0.9 

運営日数：307日、稼働日数296日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ａ 

偏差値：58.1＞55 

稼働１日当たりの利用者数：71人、利用者数：21,011人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜51.5＜55 

利用者１人当たりのコスト：434円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

越前市武道館レーダーチャート：越前市武道館 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市みどりと自然の村テニスコート：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和56年度 

・越前市みどりと自然の村テニスコー

トは、建設後 30年以上が経過してい

ます。市の中心部から離れた立地条

件もあり、稼働率が低い状況にあ

り、利用者数も伸びが期待できない

状況です。 

・このため、コートの改修を行う武生

中央公園庭球場の機能充実等同種施

設の状況を踏まえ、実施計画期間中

に統合の方針を決定し、基本計画期

間に統廃合を実施します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
目視点検の結果、コンクリート壁に大きな亀裂が生じて

いる 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜32年＜40年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.37＜0.6 

運営日数：195日、稼働日数74日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜47.3＜55 

稼働１日当たりの利用者数：39.4人、利用者数：2,916人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：62.1＞55 

利用者１人当たりのコスト：884円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

みどりと自然の村テニスコートレーダーチャート：越前市みどりと自然の村テニスコート（４面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市北新庄体育館：維持 》 
建設年度：昭和56年度 

構造：鉄骨造 

・越前市北新庄体育館は、建設後 30年

以上が経過し老朽化が進んでいま

す。新耐震基準で設計されています

が、バリアフリーには対応できてい

ません。 

・今後は、機能を維持するため計画的

に修繕を行います。 

 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 新耐震基準により設計されている 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：32年＞30年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ｂ 
稼働率：0.6＜0.89＜0.9 

運営日数：305日、稼働日数271日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜47.9＜55 

稼働１日当たりの利用者数：36人、利用者数：9,752人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：43.4＜45 

利用者１人当たりのコスト：73円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

越前市北新庄体育館レーダーチャート：越前市北新庄体育館 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市北日野体育館：維持 》 
建設年度：昭和58年度 

構造：鉄骨造 

・越前市北日野体育館は、建設後 30年

以上が経過し老朽化が進んでいま

す。新耐震基準により設計されてお

り、バリアフリーには対応済みで

す。また、稼働率は高い状況です。 

・今後は、機能を維持するため計画的

に修繕を行います。 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 新耐震基準により設計されている 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：30年＞30年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：1.00＞0.9 

運営日数：351日、稼働日数351日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜48.7＜55 

稼働１日当たりの利用者数：40.5人、利用者数：14,222人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：42.9＜45 

利用者１人当たりのコスト：60円/人 

 
 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

越前市北日野体育館レーダーチャート：越前市北日野体育館 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市大虫体育館：維持 》 
建設年度：昭和58年度 

構造：鉄骨造 

・越前市大虫体育館は、建設後 30年以

上が経過し老朽化が進んでいます。

新耐震基準により設計されており、

バリアフリーには対応済みです。ま

た、稼働率は高い状況です。 

・今後は、機能を維持するため計画的

に修繕を行います。 

 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 新耐震基準により設計されている 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：30年＞30年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：1.00＞0.9 

運営日数：345日、稼働日数345日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜47.6＜55 

稼働１日当たりの利用者数：33.9人、利用者数：11,691人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：43.0＜45 

利用者１人当たりのコスト：64円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

越前市大虫体育館レーダーチャート：越前市大虫体育館 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市武生体育センター：維持 》 
建設年度：昭和52年度 

構造：鉄骨造 

・越前市武生体育センターは、建設後

35年以上が経過し老朽化が進んでい

ます。稼働率は高い状況ですが、バ

リアフリーには対応できていませ

ん。 

・このため、今後とも機能を維持する

ため実施計画期間に耐震診断を実施

し、診断結果に基づき、計画的に修

繕を行ういます。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
旧耐震基準により設計されており、耐震診断が未実施で

ある 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：36年＞年30年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：0.92＞0.9 

運営日数：307日、稼働日数283日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜45.9＜55 

稼働１日当たりの利用者数：24人、利用者数：6,805人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：76.5＞55 

利用者１人当たりのコスト：925円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

越前市武生体育センターレーダーチャート：越前市武生体育センター 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市今立体育センター：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和58年度 

構造：鉄筋コンクリート造/鉄骨鉄筋コンクリート造 

・越前市今立体育センターは、建設後

30年以上が経過しています。新耐震

基準により設計されており、バリア

フリーには対応済みです。また、稼

働率は高い状況です。 

・今後は、実施計画期間中に利用状況

や近隣の同種施設の配置状況などを

総合的に勘案して最適配置の方針を

決定し、基本計画期間以降に統廃合

を実施します。 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 新耐震基準により設計されている 

老朽化状況 Ｂ 建設後の経過年数：20年＜30年＜40年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし 

稼働率 Ａ 
稼働率：1.0＞0.9 

運営日数：337日、稼働日数337日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜48.9＜55 

稼働１日当たりの利用者数：42.1人、利用者数：14,181人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜52.4＜55 

利用者１人当たりのコスト：305円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

今立体育センターレーダーチャート：越前市今立体育センター 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市今立ふれあいプラザ：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和53年度  

構造：鉄骨造 

・越前市今立ふれあいプラザは、35年

以上が経過しており、老朽化が進ん

でおり構造安全性も低い状況にあり

ます。体育館として設計されていな

いことから天井が低くバレーボール

などの球技には向かないなど、スポ

ーツ施設としての利活用に限界があ

ります。 

・今後は、実施計画期間中に利用状況

や近隣の同種施設の統合などを総合

的に勘案して最適配置の方針を決定

し、基本計画期間以降に統廃合を実

施します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 耐震診断の結果、耐震性が劣る。 Is値：0.18 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：35年＞30年 

バリアフリー状況 Ａ 身障者トイレあり/大きな段差なし 

稼働率 Ｂ 
稼働率：0.6＜0.77＜0.9 

運営日数：360日、稼働日数277日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜46.9＜55 

稼働１日当たりの利用者数：29.8人、利用者数：8,242人 

コスト状況 Ｃ 
偏差値：56.2＞55 

利用者１人当たりのコスト：404円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

越前市今立ふれあいプラザレーダーチャート：越前市今立ふれあいプラザ 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 



- 60 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 越前市粟田部体育館：統合（集約化） 》 
建設年度：昭和49年度 

構造：鉄骨造 

・越前市粟田部体育館は、建設後 35年

以上が経過しており、老朽化が進ん

でいます。また、バリアフリーに対

応できていません。 

・今後は、実施計画期間中に耐震診断

を行い、その結果を踏まえるととも

に、利用状況や近隣の同種施設の配

置状況などを総合的に勘案して最適

配置の方針を決定し、基本計画期間

以降に統廃合を実施します。 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ｃ 
旧耐震基準により設計されており、耐震診断が未実施で

ある 

老朽化状況 Ｃ 建設後の経過年数：39年＞30年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ｂ 
稼働率：0.6＜0.89＜0.9 

運営日数：360日、稼働日数322日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜46.3＜55 

稼働１日当たりの利用者数：26.6人、利用者数：8,558人 

コスト状況 Ｂ 
偏差値：45＜46.5＜55 

利用者１人当たりのコスト：152/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

粟田部体育館レーダーチャート：越前市粟田部体育館 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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《 越前市今立テニスコート：統合（集約化） 》 
建設年度：平成13年度 

・越前市今立テニスコートは、建設後 15

年未満の比較的新しい施設です。 

・コートの改修を行う武生中央公園庭球

場の機能充実等同種施設の状況を踏ま

え、実施計画期間中に統合の方針を決

定し、基本計画期間以降に統廃合を実

施します。 

 

 

 

 

■評価 

評価項目 評価 評 価 内 容 

構造安全性 Ａ 目視点検の結果、構造上の問題は認められない 

老朽化状況 Ａ 建設後の経過年数：12年＜20年 

バリアフリー状況 Ｃ 身障者トイレなし/大きな段差なし 

稼働率 Ｃ 
稼働率：0.43＜0.6 

運営日数：264日、稼働日数115日 

稼働１日当たり 

の利用者数 
Ｂ 

偏差値：45＜46.5＜55 

稼働１日当たりの利用者数：34.3人、利用者数：3,941人 

コスト状況 Ａ 
偏差値：44.2＜45 

利用者１人当たりのコスト：20円/人 

 

構造安全性

老朽化状況

バリアフ

リー状況

運営日数

利用者数

コスト

今立テニスコートレーダーチャート：越前市今立テニスコート（２面） 

構造安全性 

老朽化状況 

バリアフリー 
状況 

稼働率 

稼働１日当た
り利用者数 

ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 
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３ 再配置計画の全体像 

平成35年（2023年）を目途としたスポーツ施設全31施設の再配置の計画は以下のとおりです。 

今後、この再配置計画を基に、再配置の必要性に対する市民の理解促進を図るとともに計画保全を実施し、市民意向の把握に努め、計画の実現に取り組みます。 

No 施設名称 
再配置方針 実施計画（前期５年間） 基本計画（後期５年間） 

備 考 
再配置の方針 整備の方針 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 平成 32 年 平成 33 年 平成 34 年 平成 35 年 

1 武生中央公園体育館 
統合 

（複合化） 
【更新】福井国体に向け現体育館北側駐車場に改築 実施設計 改築 改築        総合体育館として機能を複合化し改築 

2 武生中央公園野球場 
統合 

（機能移転） 
【更新】丹南総合公園野球場及び多目的グラウンドに機能移転 新築           

3 武生中央公園水泳場 
統合 

（集約化） 
【改修】幼児用プールの規模縮小 実施設計 改修 改修         

4 武生中央公園庭球場 維持 【改修】国体に向けた改修（コート８面） 実施設計 改修 改修         

5 武生中央公園弓道場 
統合 

（機能移転） 
【更新】新弓道場完成後に機能移転 新築          跡地整備 

6 武生中央公園多目的グラウンド 
統合 

（機能移転） 
【改修】福井国体に向けた新体育館建設に伴いサッカー場機能を瓜生

水と緑公園隣接地に機能移転 
実施設計 改修         

機能移転（新サッカー場は平成 26 年
～平成 27 年に整備） 

7 武生東運動公園ソフトボール場 維持 【改修】福井国体に向けフィールド改修  実施設計 改修         

8 武生東運動公園庭球場 
統合 

（集約化） 
実施計画期間に方針決定           基本計画期間に統廃合を実施 

9 武生東運動公園陸上競技場 
統合 

（複合化） 
【改修】フィールドの芝の張り替え。公認更新に向けた改修 

改修 
（芝張替） 

改修 
（公認） 

公認取得        平成 28 年７月 31 日 公認更新 

10 帆山公園庭球場 
統合 

（集約化） 
実施計画期間に方針決定           基本計画期間に統廃合を実施 

11 帆山公園相撲場 維持             

12 家久スポーツ公園庭球場 
統合 

（集約化） 
実施計画期間に方針決定           基本計画期間に統廃合を実施 

13 家久スポーツ公園温水プール 維持             

14 家久スポーツ公園ソフトボール場 維持            平成 25 年度に防球ネット設置 

15 今立中央公園多目的広場 維持 【改修】照明施設の改修            

16 今立中央公園水泳場 
統合 

（集約化） 
【廃止】平成25年４月１日に廃止 廃止          平成 25 年４月１日廃止済 

17 今立南部公園庭球場 
統合 

（集約化） 
実施計画期間に方針決定           実施計画期間に統廃合を実施 

18 白崎公園屋内ゲートボール場 維持             

19 瓜生水と緑公園体育館 維持             

20 越前市高瀬トレーニングセンター 
統合 

（機能移転） 
【廃止】武生中央公園体育館の改築に合わせ機能を移転し、越前市総

合体育館（仮称）に複合化した後、廃止 
   機能移転        

21 越前市武道館 維持            施設改修（床張替え空調） 

22 越前市みどりと自然の村ゲートボール場 
統合 

（集約化） 
【廃止】実施計画期間に跡地利用の方針決定を行い、廃止           跡地利用を検討 

23 越前市みどりと自然の村テニスコート 
統合 

（集約化） 
実施計画期間に方針決定           基本計画期間に統廃合を実施 

24 越前市北新庄体育館 維持             

25 越前市北日野体育館 維持             

26 越前市大虫体育館 維持             

27 越前市武生体育センター 維持            実施計画期間に耐震診断を実施 

28 越前市今立体育センター 

統合 
（集約化） 

実施計画期間に方針決定   

 
 
 
基本計画期間に統廃合を実施 
 
（越前市粟田部体育館は、実施計画期
間に耐震診断を実施） 

29 越前市今立ふれあいプラザ 

30 越前市粟田部体育館 

31 越前市今立テニスコート 
統合 

（集約化） 
実施計画期間に方針決定           基本計画期間に統廃合を実施 

※基本計画対象施設は、実施計画期間中を通じて市民等の意向把握、合意形成を図ります。 

※ピンクの網掛けは実施計画（前期５年）の対象施設 

検  討 統 廃 合 

検  討 統 廃 合 

検  討 統 廃 合 

検  討 統 廃 合 

検  討 改  修 

検  討 統 廃 合 

検  討 統 廃 合 

検  討 統 廃 合 

廃  止 

調査・改修 
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第５ まとめ 計画の成果と展望 

１ 計画の成果 

○目標年次までに施設を統廃合 

・表５-１のとおり、スポーツ施設再配置

計画の実施により、スポーツ施設の数

は、現在の 31施設から 25施設程度と

なります。 

・庭球場は市全体でコート数を勘案し、

利用者の利便性を損なうことなく統合

を進めます。 

表５－１ 再配置計画の実施による施設数の変化（後期５年間は予定） 

用途 
基準年の 

施設数 

前期５年 

の減少数 

前期５年の 

再配置後 

の施設数 

前期５年 

の更新数 

後期５年の 

再配置後 

の施設数 

（予定） 

体育館 ９施設  ９施設 
１施設 

越前市総合 
体育館（仮称） 

７～８施設 

武道場 ３施設  ３施設 
１施設 

越前市弓道場
（仮称） 

３施設 

屋内競技場 １施設 

１施設 

越前市高瀬ト
レーニングセ
ンター 

－  － 

水泳場 ３施設 
１施設 

今立中央公
園水泳場 

２施設  ２施設 

グラウンド ６施設  ６施設  ６施設 

庭球場 
７施設 

（30 面） 
 ７施設 

武生中央公園

多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

（４面） 

５施設程度 

（28 面程度） 

屋外ゲート 

ボール場 
２施設 

１施設 

越前市みどり
と自然の村ゲ
ートボール場 

１施設  １施設 

合計 ３１施設 ３施設 ２８施設 ２施設 ２５施設程度 



- 66 - 

 

・表５-２のとおり、実施計画では、７施

設を統合（複合化１施設、集約化３施

設、機能移転３施設）し、４施設を維

持（改修）します。 

 

 

 

・機能の集約化や機能移転とあわせた

統合化を実施することにより、３施

設（今立中央公園水泳場、越前市み

どりと自然の村ゲートボール場、越

前市高瀬トレーニングセンター）を

廃止します。 

 

 

 実施計画（前期５年間）の再配置計画の概要 

再配置方針 施設数 該当施設 

統合 

複合化 ２施設 

・武生中央公園体育館 【更新】 

（越前市高瀬トレーニングセンターの機能を移転し複合化） 

・武生東運動公園陸上競技場 【改修】 

（武生中央公園多目的グラウンドの一部機能を移転し複合化） 

集約化 ３施設 

・武生中央公園水泳場 【改修】 

・今立中央公園水泳場 【廃止】 

・越前市みどりと自然の村ゲートボール場 【廃止】 

機能移転 ４施設 

・武生中央公園野球場 【更新】 

・武生中央公園弓道場 【更新】 

・武生中央公園多目的グラウンド 【改修】 

・越前市高瀬トレーニングセンター 【廃止】 

維持 ２施設 
・武生中央公園庭球場 【改修】 

・武生東運動公園ソフトボール場 【改修】 

合計 11 施設  【改修】 ５ 【更新】 ３ 【廃止】 ３  
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○スポーツ施設の安全安心の確保 

・耐震性が低い施設や老朽化が進む高経

年施設の更新を行うことにより、施設

の安全性が確保されます。 

・体育館を始めとしたスポーツ施設は、

災害時の避難や救護、復旧の拠点とし

ての役割を担う施設であることから、

災害に強いまちづくりにも寄与するこ

ととなります。 

 

○利用者ニーズに沿った最適配置、ソフ

ト施策と一体での生涯スポーツの推進 

・福井国体の開催に向け、今後５年間で

重点的優先的に整備すべきスポーツ施

設の整備に取り組み、その後、利用者

の利便性が低下しないように施設の統

廃合などを進めることにより利用者ニ

ーズに沿った最適配置を進めることが

可能となります。 

・「越前市スポーツ推進プラン」に基づく

ソフト施策の展開と一体となったスポ

ーツ施設の整備により、効果的に生涯

スポーツの推進を図ります。 

 

○維持更新費用の削減 

・本計画では、福井国体の開催に向け、

重点的優先的に施設の整備を進めるた

め、短期的には、整備費用が増大する

ことになりますが、施設数の減少が人

件費や維持管理費用の削減に繋がり、

また、計画的に修繕を進めることによ

り、施設のライフサイクルコストの削

減が図られることになり、長期的なス

パンで見ると維持更新費用が平準化さ

れます。 

○省エネルギー機器の導入等による低炭

素社会への貢献 

・新たな施設の整備や既存施設の改修に

合わせて空調などの省エネルギー機器

や再生可能エネルギー機器、コージェ

ネレーション機器の導入を推し進める

ことにより、光熱費などのランニング

コストの削減だけでなく、低炭素社会

の実現や災害によるライフラインの寸

断への対応など持続可能で安全安心な

地域社会の実現が期待されます。 
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2 今後の展望 

●“自立”と“協働”による市民参画と

合意形成 

・本計画に示すスポーツ施設の再配置計

画の実現には、市民の理解が欠かせま

せん。このため、プログラムの期間を

通じて市民との対話を進め、再配置に

対する市民の理解促進を図ります。 

・計画期間の中間年次に当たる福井国体

終了後の本計画の見直しに向け、市民

意向を反映しつつ、現時点における基

本計画（平成 31年から平成 35年ま

で）の実施計画化を図ります。 

・スポーツ施設に対する市民のニーズに

きめ細かく応えるため、市民と行政の

協働を推し進め、ともに知恵と力を出

し合いながら、スポーツ施設の最適配

置、質の高いサービスの提供に取り組

みます。 

●部局横断的な連携と厳格な進捗管理の

実施 

・スポーツ施設に関連する部局や避難施

設に関連する部局の横断的な連携によ

り、スポーツ施設の最適配置の実施を

推進します。 

●運営情報の収集と情報公開による問題

意識の共有化 

・施設運営の効率化を図るため、施設利

用者に関する情報（団体個人利用時間

帯などの属性）や統一的な基準による

コスト情報の収集を行い、分析するこ

とにより改善点を明らかにします。 

●地域スポーツ環境の充実 

・総合型地域スポーツクラブ等における

地域住民向け事業の充実など「越前市

スポーツ推進プラン（平成 25年３

月）」を具体的に進め、スポーツ施設の

活用促進を図ります。 
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資料編 

 

資料１-懇話会の開催経緯 

 開催日時 主 な 協 議 項 目 

第１回 平成２５年６月１１日 
計画策定スケジュール 

市スポーツ施設の現状と課題 

第２回 平成２５年８月２３日 スポーツ施設再配置の基本方針 

第３回 平成２５年１１月５日 越前市スポーツ施設再配置計画（素案） 

第４回 平 成 ２ ６ 年 ２ 月 ３ 日 
パブリックコメント結果説明 

越前市スポーツ施設再配置計画（案） 

 

 

 

 

資料２-スポーツ施設のあり方を考える懇話会 委員名簿 

                                   （敬称略） 

 氏   名 団体・所属等 備  考 

１ 美濃 美雄 公益社団法人越前市体育協会会長  

２ 三村 義雄 越前市社会教育委員の会委員長  

３ 宮本 俊 越前市スポーツ少年団本部長  

４ 中 ヒロ子 越前市スポーツ推進委員協議会会長  

５ 田中 信治 越前市スポーツ推進審議会委員  

６ 中島 和則 越前市教育委員会教育長 座 長 
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スポーツ施設の現況分析結果 

資料３-利用状況（平成 24 年度実績） 

No 施設名称 
主な 

機能 

稼働率 稼働１日当たりの利用者数 

運営

日数 

（H24） 

稼働

日数 

（Ｈ24） 

稼働率 

（H24） 
評価 

利用者数 

（Ｈ24） 

推定スポー

ツ人口 

（協会等加

盟者数） 

稼働１日 

当たり 

利用者数 

偏差値 評価 

1 武生中央公園体育館 体育館 360 359 1.00 A 56,444 3,130 157.2 68.3 A 

2 武生中央公園野球場 グラウンド 264 179 0.67 B 7,427 1,500 41.5 47.3 B 

3 武生中央公園水泳場 水泳場 43 41 0.95 A 7,725 45 188.4 58.9 A 

4 武生中央公園庭球場 庭球場 284 284 1.00 A 41,644 680 146.6 65.5 A 

5 武生中央公園弓道場 武道場 360 357 0.99 A 3,649 75 10.2 43.3 C 

6 武生中央公園多目的グラウンド グラウンド 220 203 0.92 A 13,297 1,520 65.5 50.6 B 

7 武生東運動公園ソフトボール場 グラウンド 264 54 0.20 C 7,024 2,000 130.1 59.5 A 

8 武生東運動公園庭球場 庭球場 264 141 0.53 C 2,108 680 15.0 43.2 C 

9 武生東運動公園陸上競技場 グラウンド 264 129 0.48 C 11,314 450 87.7 53.6 B 

10 帆山公園庭球場 庭球場 264 133 0.50 C 1,029 680 7.7 42.0 C 

11 帆山公園相撲場 武道場 1 1 1.00 A 16 100 16.0 44.7 C 

12 家久スポーツ公園庭球場 庭球場 264 156 0.59 C 2,722 680 17.4 43.6 C 

13 家久スポーツ公園温水プール 水泳場 306 304 0.99 A 15,340 45 50.5 48.8 B 

14 家久スポーツ公園ソフトボール場 グラウンド 264 105 0.40 C 4,149 2,000 39.5 47.0 B 

15 今立中央公園多目的広場 グラウンド 264 264 1.00 A 1,198 1,520 22.6 44.7 C 

16 今立中央公園水泳場 水泳場          

17 今立南部公園庭球場 庭球場 264 132 0.50 C 2,636 680 20.0 44.0 C 

18 白崎公園屋内ゲートボール場 ゲートボール場 307 237 0.77 B 6,433 235 27.1 50.0 B 

19 瓜生水と緑公園体育館 体育館 307 233 0.76 B 4,530 3,130 19.4 45.1 B 

20 越前市高瀬トレーニングセンター 屋内競技場 307 269 0.88 B 1,055 25 3.9 50.0 B 

21 越前市武道館 武道場 307 296 0.96 A 21,011 485 71.0 58.1 A 

22 
越前市みどりと自然の村ゲートボ

ール場 
ゲートボール場 195 1 0.01 C 10 235 10.0 41.3 C 

23 
越前市みどりと自然の村テニスコ

ート 
庭球場 195 74 0.37 C 2,916 680 39.4 47.3 B 

24 越前市北新庄体育館 体育館 305 271 0.89 B 9,752 3,130 36.0 47.9 B 

25 越前市北日野体育館 体育館 351 351 1.00 A 14,222 3,130 40.5 48.7 B 

26 越前市大虫体育館 体育館 345 345 1.00 A 11,691 3,130 33.9 47.6 B 

27 越前市武生体育センター 体育館 307 283 0.92 A 6,805 3,130 24.0 45.9 B 

28 越前市今立体育センター 体育館 337 337 1.00 A 14,181 3,130 42.1 48.9 B 

29 越前市今立ふれあいプラザ 体育館 360 277 0.77 B 8,242 3,130 29.8 46.9 B 

30 越前市粟田部体育館 体育館 360 322 0.89 B 8,558 3,130 26.6 46.3 B 

31 越前市今立テニスコート 庭球場 264 115 0.43 C 3,941 680 34.3 46.5 B 

 推定スポーツ人口の算出における機能別競技種目 

体育館：体操、卓球、バレーボール、バスケットボール、バトミントン、ハンドボール、フェンシング、綱引き、エスキーテニス    弓道場：弓

道    相撲場：相撲    武道場：柔道、剣道、空手、銃剣道、レスリング    ゲートボール場：ゲートボール    トレーニングセン

ター：ウエイトリフティング、ボクシング、レスリング    水泳場：水泳    野球場：野球    多目的グラウンド：サッカー、ホッケー    

ソフトボール場：ソフトボール    陸上競技場：陸上   庭球場：ソフトテニス、硬式テニス 

平 成 25 年 ４月 １日 から廃 止 
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資料４-稼働日１日当たり利用者数（平成 24 年度実績） 
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※今立中央公園プールは平成24年４月１日から休止のため省略している。 
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資料５-コスト状況（平成 24 年度実績） 

（平成24年度実績  単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今立中央公園プールは平成24年度に費用が発生していないため省略している。 

項目 武生中央
体育館

武生中央
野球場

武生中央
水泳場

武生中央
庭球場

武生中央
弓道場

武生中央
多目的

東公園
ソフト

東公園
庭球場

東公園
陸上

帆山
庭球場

各所修繕費 808,711 406,350 1,159,030 256,450 135,450 716,100 974,204 1,319,650 354,400 0

光熱水費 4,515,831 2,270,215 4,598,418 2,959,275 0 167,400 1,645,679 0 0 0

建物管理委託費 2,878,244 2,763,734 5,257,924 1,186,814 45,378 0 817,037 192,891 945,604 267,000

使用料 442,403 66,535 18,510 0 0 0 0 0 0 0

施設維持にかかるコスト計 8,645,189 5,506,834 11,033,882 4,402,539 180,828 883,500 3,436,920 1,512,541 1,300,004 267,000

職員人件費 642,839 201,013 120,608 201,013 160,810 80,405 120,608 52,263 201,013 82,013

指定管理者等人件費 3,855,931 0 3,087,521 2,303,826 0 0 0 0 0 0

運営・企画業務委託、その他物件費 514,973 354,811 769,681 253,999 234,285 172,200 196,304 85,600 1,803,613 72,240

諸経費 378,802 173,738 1,888,728 1,252,472 114,721 84,320 96,123 41,915 883,162 35,373

事業運営にかかるコスト計 5,392,545 729,561 5,866,538 4,011,309 509,816 336,925 413,034 179,778 2,887,788 189,626

14,037,734 6,236,395 16,900,420 8,413,848 690,644 1,220,425 3,849,954 1,692,319 4,187,792 456,626

使用料 1,818,051 755,960 798,900 3,718,160 152,100 4,800 146,680 70,580 91,550 122,980

その他収入 201,436 1,557 1,619 8,729 765 2,787 1,472 442 2,371 216

収益計 2,019,487 757,517 800,519 3,726,889 152,865 7,587 148,152 71,022 93,921 123,196

-12,018,247 -5,478,879 -16,099,901 -4,686,960 -537,779 -1,212,838 -3,701,802 -1,621,298 -4,093,870 -333,431

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

項目
帆山

相撲場
家久

庭球場
家久温水
プール

家久
ソフト

今立中央
多目的

今立南部
庭球場

白崎
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ

瓜生
体育館

高瀬
トレセン

越前市
武道館

各所修繕費 0 0 811,175 336,000 533,041 0 74,130 43,050 12,000 753,290

光熱水費 0 0 8,070,271 520,253 706,616 109,651 934,499 315,256 109,670 1,925,247

建物管理委託費 0 0 6,624,027 484,112 0 269,493 1,008,675 541,926 0 3,268,319

使用料 0 0 246,137 0 60,336 188,200 0 55,440 11,760 65,505

施設維持にかかるコスト計 0 0 15,751,610 1,340,365 1,299,993 567,344 2,017,304 955,672 133,430 6,012,361

職員人件費 402 66,334 120,608 140,709 160,810 80,405 60,304 80,405 80,405 201,013

指定管理者等人件費 0 293,456 4,375,284 0 0 1,699,113 0 0 0 2,378,745

運営・企画業務委託、その他物件費 0 8,140 804,919 55,396 91,783 94,560 59,211 37,153 85,995 316,982

諸経費 0 147,680 2,536,553 27,125 0 878,295 28,993 18,192 0 216,000

事業運営にかかるコスト計 402 515,611 7,837,363 223,230 252,593 2,752,373 148,508 135,751 166,400 3,112,740

402 515,611 23,588,973 1,563,595 1,552,586 3,319,717 2,165,812 1,091,423 299,830 9,125,101

使用料 0 209,480 3,888,400 279,250 212,920 188,200 354,800 59,130 77,000 1,416,236

その他収入 3 571 3,215 870 251 553 18,085 949 0 80,093

収益計 3 210,051 3,891,615 280,120 213,171 188,753 372,885 60,079 77,000 1,496,329

-399 -305,560 -19,697,358 -1,283,476 -1,339,415 -3,130,965 -1,792,927 -1,031,343 -222,830 -7,628,772

21 22 23 24 25 26 27 28 29

項目
みどり

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ
みどり
庭球場

北新庄
体育館

北日野
体育館

大虫
体育館

武生体育
センター

今立体育
センター

今立
ふれあい

粟田部
体育館

今立
庭球場

合計

各所修繕費 0 35,700 48,510 115,434 86,950 5,321,041 278,150 533,041 533,041 0 15,644,899

光熱水費 0 113,049 400,000 440,441 400,000 438,914 1,002,370 1,880,817 292,693 0 33,816,565

建物管理委託費 0 2,288,984 100,000 141,717 100,000 179,359 246,218 475,375 56,614 0 30,139,445

使用料 0 14,910 0 0 0 28,049 309,936 98,696 32,058 0 1,638,475

施設維持にかかるコスト計 0 2,452,643 548,510 697,592 586,950 5,967,363 1,836,674 2,987,929 914,406 0 81,239,384

職員人件費 402 80,405 160,810 160,810 160,810 120,608 160,810 120,608 120,608 80,405 4,020,254

指定管理者等人件費 0 0 0 0 0 0 1,752,687 0 0 0 19,746,563

運営・企画業務委託、その他物件費 0 30,416 0 0 0 207,733 154,978 219,733 267,733 0 6,892,438

諸経費 0 14,894 0 0 0 0 413,483 0 0 0 9,230,570

事業運営にかかるコスト計 402 125,715 160,810 160,810 160,810 328,341 2,481,958 340,341 388,341 80,405 39,889,825

402 2,578,358 709,320 858,402 747,760 6,295,704 4,318,632 3,328,270 1,302,747 80,405 121,129,209

使用料 0 79,570 0 0 0 0 276,580 138,330 72,530 88,920 15,021,107

その他収入 0 611 0 0 0 0 0 326,090 0 0 652,685

収益計 0 80,181 0 0 0 0 276,580 464,420 72,530 88,920 15,673,792

-402 -2,498,176 -709,320 -858,402 -747,760 -6,295,704 -4,042,052 -2,863,850 -1,230,217 8,515 -105,455,417
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資料６-利用者１人当たりのコスト状況（平成 24 年度実績） 

No 施設名称 主な機能 
トータルコスト 

（円） 

利用者数 

(人) 

利用者１人

当たりコスト 

（円/人） 

偏差値 評価 

1 武生中央公園体育館 体育館 14,037,734 56,444 248 50.2  B 

2 武生中央公園野球場 グラウンド 6,236,395 7,427 840 59.9  C 

3 武生中央公園水泳場 水泳場 16,900,420 7,725 2,188 62.6  C 

4 武生中央公園庭球場 庭球場 8,413,848 41,644 202 48.0  B 

5 武生中央公園弓道場 武道場 690,644 3,649 189 41.6  A 

6 武生中央公園多目的グラウンド グラウンド 1,220,425 13,297 92 42.3  A 

7 武生東運動公園ソフトボール場 グラウンド 3,849,954 7,024 548 53.1  B 

8 武生東運動公園庭球場 庭球場 1,692,319 2,108 803 60.4  C 

9 武生東運動公園陸上競技場 グラウンド 4,187,792 11,314 370 48.8  B 

10 帆山公園庭球場 庭球場 456,626 1,029 444 53.0  B 

11 帆山公園相撲場 武道場 402 16 25 34.9  A 

12 家久スポーツ公園庭球場 庭球場 515,611 2,722 189 47.7  B 

13 家久スポーツ公園温水プール 水泳場 23,588,973 15,340 1,538 43.6  A 

14 家久スポーツ公園ソフトボール場 グラウンド 1,563,595 4,149 377 49.0  B 

15 今立中央公園多目的広場 グラウンド 1,552,586 1,198 1,296 70.7  C 

16 今立中央公園水泳場       

17 今立南部公園庭球場 庭球場 3,319,717 2,636 1,259 69.8  C 

18 白崎公園屋内ゲートボール場 ゲートボール場 2,165,812 6,433 337 50.0  B 

19 瓜生水と緑公園体育館 体育館 1,091,423 4,530 241 49.9  B 

20 越前市高瀬トレーニングセンター 屋内競技場 299,830 1,055 284 50.0 B 

21 越前市武道館 武道場 9,125,101 21,011 434 51.5  B 

22 越前市みどりと自然の村ゲートボール場 ゲートボール場 402 10 40 35.9 A 

23 越前市みどりと自然の村テニスコート 庭球場 2,578,358 2,916 884 62.1  C 

24 越前市北新庄体育館 体育館 709,320 9,752 73 43.4  A 

25 越前市北日野体育館 体育館 858,402 14,222 60 42.9  A 

26 越前市大虫体育館 体育館 747,760 11,691 64 43.0  A 

27 越前市武生体育センター 体育館 6,295,704 6,805 925 76.5  C 

28 越前市今立体育センター 体育館 4,318,632 14,181 305 52.4  B 

29 越前市今立ふれあいプラザ 体育館 3,328,270 8,242 404 56.2  C 

30 越前市粟田部体育館 体育館 1,302,747 8,558 152 46.5  B 

31 越前市今立テニスコート 庭球場 80,405 3,941 20 44.2 A 

 

 

平成24年４月１日から休止 
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資料７-利用者１人当たりのコスト状況（平成 24 年度実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者１人当たりコスト状況（Ｈ24 年度） 
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※今立中央公園プールは平成24年４月１日から休止のため省略している。 

（円/人） 
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資料８-スポーツ施設配置状況図 
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資料９-用語解説 

●再配置 

・施設のあり方について抜本的な見直しを行い、

既存施設の活用を基本に、周辺の同種施設の配

置状況を勘案しながら、更新に合わせて複合化

や集約化により適正な配置及び効率的な管理運

営を実現すること。 

●維持 

・老朽化している建物の部位や整備を計画的に更

新し、建物の供用可能期間を伸ばすことにより建

替えに伴う大規模な財政支出を削減する。 

●統合 

・施設の集約化や複合化などにより、ニーズの変

化に対応し市民サービスの質を向上させ施設の

総保有量を縮減することにより、施設の運営や維

持、更新に関する費用負担を軽減させる。 

●複合化 

・スポーツ施設に複数の異なる競技の機能を併せ

持たせること。 

・施設の維持管理運営の効率化や異種競技の施

設利用者同士の交流などの効果が見込まれる。 

●集約化 

・分散して立地する同種のスポーツ施設の機能ま

とめていくこと。 

・利用実態や既存施設の配置状況を勘案しながら

集約化を進めることにより、利用者の利便性を確 

保しながら効率的な維持管理運営を行う事が可

能となる。 

●機能移転 

・施設の機能を他の施設に移し、サービスの確保

を図る。建物は、有効活用や取壊しを行う。 

●廃止 

・現行の機能を廃し、建物については閉鎖、取壊し、

譲渡を行う。 

●更新 

・劣化した部位、部材の機器類の性能及び機能を

原状回復すること 

●改修 

・劣化した部位・部材の機器類の性能及び機能を

現状（初期状態）を超えて改善すること。 

●改築 

・建築基準法上、建築とは建築物を新築、増築、

改築又は、移転することをいい、改築は、建築物

又は建築物の部分を、従前と同様の用途・構造・

規模のものに建て替えること。 

●修繕 

・建物の機能低下の速度を弱め長持ちさせること。 

●稼働率 

・条例で定められた施設の運営日数に対する実際

に施設が利用された日数の割合のこと。 

●機能的水準 

・施設の機能性や利便性に関する水準のこと。 

●旧耐震基準 

・建築物の設計において適用される地震に耐える

ことのできる構造の基準で、昭和 56（1981）年 5

月 31 日までの建築確認において適用されてい

た基準のこと。「震度５程度の地震に対して、即

座に建物が崩壊しないこと」が前提となっていた。 

●計画保全 

・施設を維持するために必要な点検、修繕、改修、

更新を劣化が起こる前に計画的に実施する「予

防保全」である。 

●コストパフォーマンス 

・施設によって得られる社会的効用に対する施設

での事業運営や施設維持に要するコストの割合

のこと。 

●コージェネレーション 

・エネルギー供給システムの方式のひとつで、熱と

電力とを同時に供給するシステムのこと。 

例えば、ガスタービンで発電する一方、その排熱

を利用して給湯空調などの熱需要を賄う。 

●省エネルギー機器 

・施設で使用される空調設備や給湯設備などのう

ち、省エネルギー性能の高い機器のこと。 

●耐震診断 

・建築物が地震に対してどの程度耐える力を有し

ているか判定する調査のこと。 

●耐用年数 

・建築物等が使用に耐えなくなるまでの年数また

は利用可能年数のこと。 

・本計画では、恣意性を排除して資産の種類や構

造、用途別に耐用年数を詳細に定めた法定耐用

年数（「減価償却資産の耐用年数」）を参考に老

朽化状況の評価基準を設定している。 

●低炭素社会 

・社会に多大な影響をもたらす地球温暖化の緩和

を目的として、その原因である温室効果ガスのう

ち、大きな割合を占める二酸化炭素の排出が少

ない社会の構築を目指すこと。 
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●トータルコスト 

・施設の事業運営に要する人件費や消耗品費、施

設の維持に要する修繕費や光熱水費、管理費な

どの費用の全体額のこと。 

●バリアフリー 

・身障者や高齢者等の社会的弱者が、社会生活

に参加する上で生活の支障となる物理的な障が 

いや、精神的な障壁が取り除かれた状態のこと。 

●ＰＤＣＡサイクル 

・Plan（計画）、Do（実施実行）、Check（点検評価）、

Action（処置改善）の４段階の頭文字をつなげた

ものでこれを繰り返し，サイクルを向上（スパイラ

ル アップ）させることによって継続的に業務を改

善しようとする事業活動における管理システムの

こと。 

●平準化 

・施設の建替えや大規模改修の時期が特定の期

間に集中して費用がかさみ財政を圧迫すること

を防ぐため、なるべく均等に分散させること。 

・市債の発行により費用を調達し、複数の年度を

かけて償還金の返還を行う事によっても平準化

が可能となる。 

 

●目視点検 

・施設の状態を外部から人の目によって観察して

点検すること。 

●ライフサイクルコスト 

・施設の建設費用だけでなく、企画 設計施工運用

維持管理補修改造解体廃棄に至るまでに必要な

トータルコストのこと。 

●ランニングコスト 

・施設の建物や設備の保守、管理に要する費用の

こと。 

 

 

 


